
酢酸ゲラニル 

Geranyl Acetate 

 

Ｃ
１２Ｈ２０Ｏ２                           分子量 196.29 

(2E)-3,7-Dimethylocta-2,6-dien-1-yl acetate  (E)-3,7-dimethyl-2,6-octadiene-1-yl acetate

〔 [105-87-3]〕  

含  量 本品は，酢酸ゲラニル（Ｃ１ ２Ｈ２ ０Ｏ２）90.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無～淡黄色の透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品１mlにエタノール製10％水酸化カリウム試液５mlを加え，水浴中で加

熱するとき，特有のにおいはなくなり，ゲラニオールのにおいを発する。冷後，水

２ml及び塩酸（１→４）２mlを加えた液は，酢酸塩(3)の反応を呈する。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.457～1.464 

(2) 比重 0.903～0.917 

(3) 溶状 澄明（1.0ml，80vol％エタノール4.0ml） 

(4) 酸価 1.0以下（香料試験法） 

定 量 法 本品約１gを精密に量り，香料試験法中のエステル含量により定量する。 

0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液１ml＝98.14mg Ｃ
１２Ｈ２０Ｏ２

 

 

 

酢酸シクロヘキシル 

Cyclohexyl Acetate 

 

Ｃ８Ｈ１ ４Ｏ２                           分子量 142.20 

Ccyclohexyl acetate〔 [622-45-7]〕  

含  量 本品は，酢酸シクロヘキシル（Ｃ８Ｈ１ ４Ｏ２）98.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無色又はわずかに黄色を帯びた透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 (1) 本品約２mlを蒸発皿に採りとり，これに硝酸１mlを加えて水浴中で20

分間加熱し，更にホットプレート上で炭化しないように注意しながら蒸発乾固す

る。冷後，水４ml及び水酸化ナトリウム溶液（１→25）0.5mlを加えて溶かし，更

に硝酸（１→10）を加えて微酸性とした後，試験管に移し，硝酸銀溶液（１→50）

１mlを加えるとき，白色の沈殿を生じる。これに硝酸（１→10）を加えて強酸性

とするとき，沈殿は溶ける。 

(2) 本品１mlにエタノール製10％水酸化カリウム試液５mlを加え，還流冷却器を付

けて水浴中で１時間加熱するとき，特有のにおいはなくなる。冷後，水８ml及び

塩酸（１→４）１mlを加えた液は，酢酸塩(3)の反応を呈する。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.439～1.442 



(2) 比重 0.970～0.973 

(3) 溶状 澄明（2.0ml，70vol％エタノール4.0ml） 

(4) 酸価 1.0以下（香料試験法） 

定 量 法 本品約１gを精密に量り，香料試験法中のエステル含量により定量する。 

0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液１ml＝71.10mg Ｃ８Ｈ１ ４Ｏ２ 

 

 

酢酸シトロネリル 

Citronellyl Acetate 

 

Ｃ１ ２Ｈ２ ２Ｏ２                       分子量 198.31 198.30 

3,7-Dimethyloct-6-en-1-yl acetate  3,7-dimethyl-6-octen-1-yl acetate〔[150-84-5]〕 

含  量 本品は，酢酸シトロネリル（Ｃ１ ２Ｈ２ ２Ｏ２）95.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無色透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品１mlにエタノール製10％水酸化カリウム試液５mlを加え，水浴中で10

分間加熱するとき，特有のにおいはなくなり，シトロネロールのにおいを発する。

冷後，水２ml及び塩酸（１→４）２mlを加えた液は，酢酸塩(3)の反応を呈する。 

純度試験 (1)  屈折率 n20

D ＝ 1.443～1.451 

(2) 比重 0.888～0.894 

(3) 溶状 澄明（1.0ml，70vol％エタノール７7.0ml） 

(4) 酸価 1.0以下（香料試験法） 

定 量 法 本品約1.5gを精密に量り，香料試験法中のエステル含量により定量する。 

0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液１ml＝99.15mg Ｃ１ ２Ｈ２ ２Ｏ２ 

 

 

酢酸シンナミル 

Cinnamyl Acetate 

 

Ｃ１ １Ｈ１ ２Ｏ２                       分子量 176.22 176.21 

3-Phenylprop-2-en-1-yl acetate  3-phenyl-2-propenyl acetate〔 [103-54-8]〕  

含  量 本品は，酢酸シンナミル（Ｃ１ １Ｈ１ ２Ｏ２）98.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無色又はわずかに黄色を帯びた透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品１mlにエタノール製10％水酸化カリウム試液５mlを加え，還流冷却器

を付けて水浴中で30分間加熱するとき，特有のにおいはなくなる。冷後，水５ml及

び塩酸（１→４）1.2ml を加えた液は，酢酸塩(3)の反応を呈する。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.539～1.543 



(2) 比重 1.053～1.057 

(3) 溶状 澄明（1.0ml，70vol％エタノール６6.0ml） 

(4) 酸価 1.0以下（香料試験法） 

定 量 法 本品約１gを精密に量り，香料試験法中のエステル含量により定量する。 

0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液１ml＝88.11mg Ｃ１ １Ｈ１ ２Ｏ２ 

 

 

酢酸テルピニル 

Terpinyl Acetate 

 

Ｃ１ ２Ｈ２ ０Ｏ２                           分子量 196.29 

Mixture of 2-(4-methylcyclohex-3-en-1-yl)propan-2-yl acetate (〈-terpinyl acetate),   
1-methyl-4-(1-methylethenyl)cyclohexyl acetate (β-terpinyl acetate) and 
1-methyl-4-(1-methylethylidene)cyclohexyl acetate (γ-terpinyl acetate)  [8007-35-0] 
mixture of p-menth-1-en-8-yl acetate (α-terpiny acetate),p-menth-8-en-1-yl acetate (β
-terpinyl acetate),and p-menth-4-en-1-yl acetate (γ-terpineol acetate)〔α-体 80-26-2  β

-体 10198-23-9  γ-体 10235-63-9〕 

含  量 本品は，酢酸テルピニル（Ｃ１ ２Ｈ２ ０Ｏ２）97.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無色又はわずかに黄色を帯びた透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品0.5mlにエタノール製10％水酸化カリウム試液５mlを加え，還流冷却器

を付けて水浴中で１時間加熱するとき，特有のにおいはなくなり，テルピネオール

のにおいを発する。冷後，水６ml及び塩酸（１→４）２mlを加えた液は，酢酸塩(3)

の反応を呈する。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.464～1.467 

(2) 比重 0.956～0.965 

(3) 溶状 澄明（1.0ml，70vol％エタノール５5.0ml） 

(4) 酸価 1.0以下（香料試験法） 

定 量 法 本品約0.7gを精密に量り，香料試験法中のエステル含量により定量する。 

ただし，0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液20mlを使用し，加熱時間は，

２時間とする。 

0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液１ml＝98.14mg Ｃ１ ２Ｈ２ ０Ｏ２ 

 

 



酢酸ナトリウム 

Sodium Acetate 

 

                                     分子量 ３水塩水和物 136.08

Ｃ２Ｈ３ＮａＯ２･ｎＨ２Ｏ（ｎ＝３又は０）           無水物  82.03 

Monosodium acetate trihydrate  [6131-90-4，３水和物] 

Monosodium acetate  [127-09-3，無水物 ] 

monosodium acetate hydrate〔３水塩6131-90-4 無水物127-09-3〕 

定  義 本品には結晶物（３水塩水和物）及び無水物があり，それぞれを酢酸ナト

リウム（結晶）及び酢酸ナトリウム（無水）と称する。 

含  量 本品を乾燥したものは，酢酸ナトリウム（Ｃ２Ｈ３ＮａＯ２）98.5％以上を含む。 

性  状 結晶物は，無色透明の結晶又は白色の結晶性の粉末であり，無水物は，白

色の結晶性の粉末又は塊で，においがない。 

確認試験 (1) 本品を徐々に加熱すると融解し，次に分解してアセトンのにおいを発

する。また残留物の水溶液は，アルカリ性である。 

(2) 本品は，ナトリウム塩の反応及び酢酸塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 溶状 無色，澄明（1.0g，水20ml） 

(2) 遊離酸及び遊離アルカリ 結晶物の場合は2.0g，無水物の場合は1.2gを量り，

新たに煮沸し冷却した水20mlを加えて溶かし，フェノールフタレイン試液２滴を

加え，この液を10℃に保ち，次の試験を行う。 

(i) 液が無色ならば，0.1mol/lL水酸化ナトリウム溶液0.10mlを加えるとき，紅色

を呈する。 

(ii) 液が紅色ならば，その色は，0.1mol/lL塩酸0.10mlを加えるとき，消える。 

(3) 重金属 Pbとして10μg/g以下（2.0g，第１法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（0.50g，第１法，装置Ｂ） 

乾燥減量 結晶物 36.0～42.0％（120℃，４時間） 

無水物 2.0％以下（120℃，４時間） 

定 量 法 本品を乾燥し，その約0.2gを精密に量り，酢酸40mlを加えて溶かし，0.1mol

/lL過塩素酸液で滴定する。終点の確認は，通例，電位差計を用いる。指示薬（クリ

スタルバイオレット・酢酸試液１ml）を用いる場合の終点は，液の紫色が青色を経

て緑色に変わるときとする。別に空試験を行い補正する。 

0.1mol/lL過塩素酸液１ml＝8.203mg Ｃ２Ｈ３ＮａＯ２ 

 

 



酢酸ビニル樹脂 

Polyvinyl Acetate 

 

Poly(1-acetoxyethylene)homopolymer of acetic acid ethenyl ester 

定  義 本品は，酢酸ビニルの重合物である。 

性  状 本品は，無～淡黄色の粒又はガラス状の塊である。 

確認試験 本品約１gにトルエン酢酸エチル５mlを加えて溶かし，赤外吸収スペクトル

測定法中の薄膜法により測定するとき，1,725cm－１，1,230cm－１，1,015cm－１，937cm－ １

及び785cm－ １のそれぞれの付近に吸収帯を認める。 

純度試験 (1) 遊離酸 ＣＨ３ＣＯＯＨとして0.20％以下 

本品約２gを精密に量り，メタノール50mlを加え，時々振り混ぜて溶かし，水10ml

を加え，0.1mol/lL水酸化ナトリウム溶液で滴定する（指示薬 フェノールフタレ

イン試液４～５滴）。別に空試験を行い補正する。次式によって遊離酸の含量を酢

酸（ＣＨ３ＣＯＯＨ）として計算する。 

 

0.1mol/lL水酸化ナトリウム溶液の消費量（ml）×60 

遊離酸の含量＝                                                 ×100（％） 

試料の採取量（g）×10×1,000  

 

(2) 重金属 Pbとして10μg/g以下（2.0g，第２法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

(3) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（0.50g，第３法，装置Ｂ） 

(4) 残存モノマー ５μg/g以下 

酢酸ビニル樹脂を薬包紙及びラップフィルムで包み，木槌で叩いて細かく砕き，

その約2.5ｇを正確に量り，トルエンを加えて溶解したのち，正確に25mlとし，検

液とする。別に酢酸ビニル50mg0.050gを正確に量り，トルエンを加えて正確に50ml

とし，Ａ液とする。Ａ液1.0ml，0.3ml，0.1ml，0.03ml及び0.01mlを量り，トルエ

ンを加えて，それぞれ正確に100mlとし，標準液とする。検液及び標準液をそれぞ

れ１μlずつを量り，次の操作条件でガスクロマトグラフィーを行う。次に標準液

の酢酸ビニルのピーク高さ又はピーク面積を測定し，検量線を作成する。検液の酢

酸ビニルのピーク高さ又はピーク面積を測定し，検量線からその量を求める。 

操作条件 

検出器 水素炎イオン化検出器 

カラム 内径0.32mm，長さ30mのケイ酸ガラス製の細管に，ガスクロマトグラフ

ィー用ジメチルポリシロキサンを５μmの厚さでコーティング被覆したもの。 

カラム温度 100℃で８分間保持し，その後毎分20℃で昇温し，250℃に到達後５

分間保持する。 



注入口温度 150℃ 

注入方式 スプリット（８：１） 

キャリヤーガス及び流量 ヘリウムを用いる。酢酸ビニルのピークが約7分後に

現れるように流量を調整する。 

流量 酢酸ビニルのピークが約７分後に現れるように調整する。 

乾燥減量 1.0％以下（0.7kPa以下，80℃，３時間） 

強熱残分 0.05％以下（５g） 

 

 

酢酸フェネチル 

Phenethyl Acetate 

酢酸フェニルエチル 

 

Ｃ１ ０Ｈ１ ２Ｏ２                           分子量 164.20 

2-Pphenylethyl acetate  〔 [103-45-7]〕  

含  量 本品は，酢酸フェネチル（Ｃ１ ０Ｈ１ ２Ｏ２）98.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無色透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 (1) 本品１mlにエタノール製10％水酸化カリウム試液５mlを加え，還流冷

却器を付けて水浴中で20分間加熱するとき，特有のにおいはなくなる。冷後，水８ml

及び塩酸（１→４）１mlを加えた液は，酢酸塩(3)の反応を呈する。 

(2) 本品１mlに水酸化カリウム0.5gを加え，穏やかに沸騰させるとき，スチレンの

においを発する。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.497～1.501 

(2) 比重 1.033～1.037 

(3) 溶状 澄明（1.0ml，70vol％エタノール2.0ml） 

(4) 酸価 1.0以下（香料試験法） 

定 量 法 本品約１gを精密に量り，香料試験法中のエステル含量により定量する。 

0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液１ml＝82.10mg Ｃ１ ０Ｈ１ ２Ｏ２ 

 

 

酢酸ブチル 

Butyl Acetate 

 

Ｃ６Ｈ１ ２Ｏ２                           分子量 116.16 

Bbutyl acetate  〔 [123-86-4]〕  

含  量 本品は，酢酸ブチル（Ｃ６Ｈ１ ２Ｏ２）98.0％以上を含む。 



性  状 本品は，無色透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品１mlにエタノール製10％水酸化カリウム試液５mlを加え，水浴中で加

熱するとき，特有のにおいはなくなり，n１-ブタノールのにおいを発する。冷後，

水10ml及び塩酸（１→４）0.5mlを加えた液は，酢酸塩(3)の反応を呈する。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.392～1.395 

(2) 比重 0.880～0.884 

(3) 溶状 澄明（2.0ml，70vol％エタノール3.0ml） 

(4) 酸価 1.0以下（香料試験法） 

定 量 法 本品約0.5gを精密に量り，香料試験法中のエステル含量により定量する。 

0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液１ml＝58.08mg Ｃ６Ｈ１ ２Ｏ２ 

 

 

酢酸ベンジル 

Benzyl Acetate 

 

Ｃ９Ｈ１ ０Ｏ２                       分子量 150.18 150.17 

Pphenylmethyl acetate  〔 [140-11-4]〕  

含  量 本品は，酢酸ベンジル（Ｃ９Ｈ１ ０Ｏ２）98.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無色透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品１mlにエタノール製10％水酸化カリウム試液５mlを加え，温湯中で20

分間加温するとき，特有のにおいはなくなる。冷後，水８ml及び塩酸（１→４）１

mlを加えた液は，酢酸塩(3)の反応を呈する。 

本品を，赤外吸収スペクトル測定法中の液膜法により測定し,本品のスペクトル

を参照スペクトルと比較するとき,同一波数のところに同様の強度の吸収を認める。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.501～1.504 

(2) 比重 1.055～1.059 

(3) 溶状 澄明（2.0ml，70vol％エタノール4.0ml） 

(4) 酸価 1.0以下（香料試験法） 

(5) ハロゲン化合物 香料試験法による。 

定 量 法 本品約0.8gを精密に量り，香料試験法中のエステル含量により定量する。 

0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液１ml＝75.09mg Ｃ９Ｈ１ ０Ｏ２ 

 

 



酢酸l-メンチル 

l-Menthyl Acetate 

l-酢酸メンチル 

 

Ｃ１ ２Ｈ２ ２Ｏ２                     分子量 198.31198.30 
(1R,2S,5R)-5-Methyl-2-(1-methylethyl)cyclohexyl acetate   

(1R,3R,4S)-5-methyl-2-(methylethyl)cyclohexyl acetate〔 [2623-23-6]〕 

含  量 本品は，酢酸l-メンチル（Ｃ１ ２Ｈ２ ２Ｏ２）98.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無色又はわずかに黄色を帯びた透明な液体で，清涼感のあるにお

いがある。 

確認試験 本品１mlにエタノール製10％水酸化カリウム試液５mlを加え，還流冷却器

を付けて水浴中で１時間加熱するとき，清涼感のあるにおいはなくなり，メント

ールのにおいを発する。冷後，水２ml及び塩酸（１→４）２mlを加えた液は，酢

酸塩(3)の反応を呈する。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.445～1.448 

(2) 比旋光度 [α]20D ＝－70～－75° 

(3) 比重 0.924～0.928 

(4) 溶状 澄明（1.0ml，70vol％エタノール７7.0ml） 

(5) 酸価 1.0以下（香料試験法） 

定 量 法 本品約1.5gを精密に量り，香料試験法中のエステル含量により定量する。

ただし，加熱時間は，２時間とする。 

0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液１ml＝99.15mg Ｃ１ ２Ｈ２ ２Ｏ２ 

 

 

酢酸リナリル 

Linalyl Acetate 

 

Ｃ１ ２Ｈ２ ０Ｏ２                           分子量 196.29 

3,7-Dimethylocta-1,6-dien-3-yl acetate  3,7-dimethyl-1,6-octadien-3-yl acetate

〔[115-95-7]〕 

含  量 本品は，酢酸リナリル（Ｃ１ ２Ｈ２ ０Ｏ２）90.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無～淡黄色の透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品を赤外吸収スペクトル測定法中の液膜法により測定し，本品のスペク

トルを参照スペクトルと比較するとき，同一波数のところに同様の強度の吸収を認

める。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.449～1.457 



(2) 比重 0.902～0.917 

(3) 溶状 澄明（1.0ml，70vol％エタノール５5.0ml） 

(4) 酸価 1.0以下（香料試験法） 

定 量 法 本品約１gを精密に量り，香料試験法中のエステル含量により定量する。 

0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液１ml＝98.14mg Ｃ１ ２Ｈ２ ０Ｏ２ 

 

 

サッカリン 

Saccharin 

 

Ｃ７Ｈ５ＮＯ３                           分子量 183.19 
1,2-Benzo[d]isothiazol-3(2H)-one 1,1-dioxide   

3-oxo-1,2-benzisothiazoline 1,1-dioxide〔 [81-07-2]〕 

含  量 本品を乾燥したものは，サッカリン（Ｃ７Ｈ５ＮＯ３）99.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無～白色の結晶又は白色の結晶性の粉末で，においがはないか又

はわずかに芳香がある。味は極めて甘い。 

確認試験 「サッカリンナトリウム」の確認試験(2)及び(3)を準用する。 

(1) 本品0.02gにレゾルシン0.040gを混和し，硫酸10滴を加え，混合物が暗

緑色となるまで穏やかに加熱する。冷後，水10ml及び水酸化ナトリウム溶液（１

→25）10mlを加えて溶かすとき，液は，緑色の蛍光を発する。 

(2) 本品0.1gに水酸化ナトリウム溶液（１→25）５mlを加えて溶かし，穏やかに加

熱して蒸発乾固し，更に炭化しないように注意しながら融解し，アンモニアのに

おいが発しなくなるまで加熱を続ける。冷後，水約20mlを加えて溶かし，塩酸（１

→10）で中和した後，ろ過し，ろ液に塩化鉄(Ⅲ)溶液（１→10）１滴を加えると

き，液は，紫～赤紫色を呈する。 

純度試験 (1) 融点 226～230℃ 

(2) 溶状 無色，澄明（1.0g，熱湯30ml） 

無色，澄明（1.0g，エタノール35ml） 

(3) 重金属 Ｐbとして10μg/g以下 

本品2.0gを量り，エタノール40mlを加えてに溶かし，試料とし，以下第１法に

より操作し，試験を行う。比較液には鉛標準液2.0mlを用いる。 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下 

本品5.0gを量り，分解フラスコに入れ，硝酸10ml及び硫酸５mlを加えて加熱す

る。液がなお褐色を呈する場合は，冷後，硝酸１mlを追加して加熱する。この操

作を液が無～淡黄色となるまで繰り返した後，白煙が発生するまで加熱する。冷

後，水10ml及びシュウ酸アンモニウム飽和溶液15mlを加え，再び白煙が発生する



まで加熱する。冷後，水を加えて50mlとし，この液５mlを量り，検液とする。装

置Ｂを用いる。標準色は，ヒ素標準液10mlを量り，分解フラスコに入れ，硝酸10ml

及び硫酸５mlを加え，以下検液の場合と同様に操作して調製する。ただし，10mlを

量り試験に用いる。 

(5) 安息香酸及びサリチル酸 本品0.5gを量り，熱湯15mlを加えてに溶かし，塩化

第二鉄塩化鉄(Ⅲ)溶液（１→10）３滴を加えるとき，沈殿を生じず，紫～赤紫色

も呈さない。 

(6) オルトトルエンスルホンアミド オルトトルエンスルホンアミドとして25μg/g以下 

本品10gを量り，水酸化ナトリウム溶液（１→25）70mlを加えてに溶かし，す。

以下「サッカリンナトリウム」の純度試験(6)を準用する。この液を,酢酸エチル3

0mlずつで３回抽出を行い，全酢酸エチル層を合わせ，塩化ナトリウム溶液（１→

４）30mlで洗い，無水硫酸ナトリウム約10gを加え，振り混ぜた後，酢酸エチル層

を定量的にナス型フラスコに移す。酢酸エチルを留去し，残留物にカフェイン・

酢酸エチル溶液（１→4,000）1.0mlを加えて溶かし，検液とする。別にオルトト

ルエンスルホンアミド・酢酸エチル溶液（１→4,000）1.0mlを量り，水浴上で加

熱して酢酸エチルを除いた後，残留物にカフェイン・酢酸エチル溶液（１→4,000）

1.0mlを加えて溶かし，比較液とする。検液及び比較液につき，次の操作条件でガ

スクロマトグラフィーを行うとき，検液のカフェインのピーク高さ（ＨＳ）とオル

トトルエンスルホンアミドのピーク高さ（Ｈ）との比Ｈ/ＨＳは，比較液のカフェ

インのピーク高さ(Ｈ'Ｓ )とオルトトルエンスルホンアミドのピーク高さ(Ｈ')と

の比Ｈ'/Ｈ'Ｓを超えない。 

操作条件 

検出器 水素炎イオン化検出器 

カラム充てん剤 

液相 担体に対して３％のコハク酸ジエチレングリコールポリエステル 

担体 177～250μmのガスクロマトグラフィー用ケイソウ土 

カラム管 内径３～４mm，長さ１mのガラス管又はステンレス管 

カラム温度 195～205℃の一定温度 

キャリヤーガス 窒素 

流量 カフェインのピークが約６分後に現れるように調整する。 

乾燥減量 1.0％以下（105℃，２時間） 

定 量 法 本品を乾燥し，その約0.3gを精密に量り，熱湯75mlを加えて溶かし,冷後，

0.1mol/lL水酸化ナトリウム溶液で滴定する（指示薬 フェノールフタレイン試液３

滴）。 

0.1mol/lL水酸化ナトリウム溶液１ml＝18.319 18.32mg Ｃ７Ｈ５ＮＯ３ 

 



 

サッカリンナトリウム 

Sodium Saccharin 

溶性サッカリン 

 

     分子量 ２水塩水和物 241.20 

Ｃ７Ｈ４ＮＮａＯ３・ｎＨ２Ｏ（n＝２又は０）           無水物 205.17 

2-Sodio-1,2-benzo[d]isothiazol-3(2H)-one 1,1-dioxide dihydrate  [6155-57-3，２水和物 ] 
2-Sodio-1,2-benzo[d]isothiazol-3(2H)-one 1,1-dioxide  [128-44-9，無水物 ] 

monosodium 3-oxo-1,2-benzisothiazolinate 1,1-dioxide〔２水塩6155-57-3 無水物

128-44-9〕 

含  量 本品を乾燥したものは，サッカリンナトリウム（Ｃ７Ｈ４ＮＮａＯ３）99.0

～101.0 ％を含む。 

性  状 本品は，無～白色の結晶又は白色の粉末で，味は極めて甘い。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→10）10mlに塩酸（１→４）１mlを加えて１時間放

 置し，生じた白色の結晶性の沈殿をろ過し，ろ紙上の残留物をよく水洗し，105℃

で２時間乾燥した後，融点を測定するときものの融点は，226～230℃である。 

(2) 本品20mgにレゾルシン40mgを混和し，硫酸10滴を加え，混合物が暗緑色となる

 まで穏やかに加熱する。冷後，水10ml及び水酸化ナトリウム溶液（１→25）10ml

 を加えて溶かすとき，液は，緑色の蛍光を発する。「サッカリン」の確認試験(1)

を準用する。 

(3) 本品0.1gに水酸化ナトリウム溶液（１→25）５mlを加えて溶かし，穏やかに加

 熱して蒸発乾固し，更に炭化しないように注意しながら融解し，アンモニアのに

 おいが発しなくなるまで加熱を続ける。冷後，水約20mlを加えて溶かし，塩酸（１

→10）で中和した後，ろ過し，ろ液に塩化第二鉄溶液（１→10）１滴を加えると

き，液は，紫～赤紫色を呈する。「サッカリン」の確認試験(2)を準用する。 

(4) 本品の溶液（１→10）は，ナトリウム塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 溶状 無色，澄明（粉末1.0g，水1.5 ml） 

無色，澄明（粉末1.0g，エタノール70ml） 

(2) 遊離酸及び遊離アルカリ 本品1.0gを量り，新たに煮沸し冷却した水10mlを加

えて溶かし，フェノールフタレイン試液１滴を加えるとき，液は，紅色を呈さな

い。更に0.1mol/lL水酸化ナトリウム溶液１滴を加えるとき，液は，紅色を呈する。 

(3) 重金属 Pbとして10μg/g以下（2.0g，第１法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（0.50g，第１法，装置Ｂ） 

(5) 安息香酸塩及びサリチル酸塩 本品0.5gを量り，水10mlを加えてに溶かし，酢

酸５滴及び塩化第二鉄塩化鉄（Ⅲ）溶液（１→10）３滴を加えるとき，沈殿を生



じず，紫～赤紫色も呈さない。 

(6) オルトトルエンスルホンアミド オルトトルエンスルホンアミドとして25μg/g

以下 

本品10gを量り，水50mlを加えてに溶かす。溶かし，以下「サッカリン」の純度

試験(6)を準用する。酢酸エチル30mlずつで３回抽出を行い，全酢酸エチル層を合

わせ，塩化ナトリウム溶液（１→４）30mlで洗い，無水硫酸 ナトリウム約10gを

加え，振り混ぜた後，酢酸エチル層を定量的にナス型フラスコ に移す。酢酸エチ

ルを留去し，残留物にカフェイン・酢酸エチル溶液（１→4,000）1.0mlを加えて

溶かし，検液とする。別にオルトトルエンスルホンアミド・酢酸エチル溶液（１

→4,000）1.0mlを量り，水浴上で加熱して酢酸エチルを除いた後，残留物にカフ

ェイン・酢酸エチル溶液（１→4,000）1.0mlを加えて溶かし，比較液とする。検

液及び比較液につき，次の操作条件でガスクロマトグラフィー を行うとき，検液

のカフェインのピーク高さ（Hs）とオルトトルエンスルホンアミドのピーク高さ

（H）との比H/Hsは，比較液のカフェインのピーク高さ（H's）とオルトトルエン

スルホンアミドのピーク高さ（H'）との比H'/H'sを超えない。 

操作条件 

検出器 水素炎イオン化検出器 

カラム充てん剤 

液相 担体に対して３％のコハク酸ジエチレングリコールポリエステル 

担体 177～250μmのガスクロマトグラフィー用ケイソウ土 

カラム管 内径３～４mm，長さ１mのガラス管又はステンレス管 

カラム温度 195～205℃の一定温度 

キャリヤーガス及び流量 窒素を用いる。カフェインのピークが約６分後に現

れるように，カラム温度及びキャリヤーガスの流量を調整する。 

乾燥減量 15.0％以下（120℃，４時間） 

定 量 法 本品を乾燥し，その約0.3gを精密に量り，非水滴定用酢酸20mlを加えて溶

かし，0.1mol/lL過塩素酸液で滴定する（指示薬 クリスタルバイオレット・酢酸試

液２滴）。終点は，液の紫色が青色を経て緑色に変わるときとする。別に空試験を

行い補正する。 

0.1mol/lL過塩素酸液１ml＝20.517 20.52mg Ｃ７Ｈ４ＮＮａＯ３ 

 

 



サリチル酸メチル 

Methyl Salicylate 

 

Ｃ８Ｈ８Ｏ３                          分子量 152.15 

Mmethyl 2-hydroxybenzoate  〔 [119-36-8]〕  

含  量 本品は，サリチル酸メチル（Ｃ８Ｈ８Ｏ３）98.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無～淡黄色の透明な液体で，清涼感のあるにおいがある。 

確認試験 本品を赤外吸収スペクトル測定法中の液膜法により測定するとき，3,200c

m－ １，1,680cm－ １，1,618cm－ １，1,590cm－ １，1,488cm－ １，1,305cm－ １，1,215cm－

１及び757cm－ １のそれぞれの付近に吸収帯を認める。し，本品のスペクトルを参照

スペクトルと比較するとき，同一波数のところに同様の強度の吸収を認める。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.535～1.538 

(2) 比重 1.183～1.189 

(3) 溶状 澄明（1.0ml，70vol％エタノール８8.0ml） 

(4) 酸価 0.5以下（香料試験法）ただし，指示薬は，フェノールレッド試液を用いる。 

定 量 法 本品約0.9gを精密に量り，香料試験法中のエステル含量により定量する。

ただし，指示薬は，フェノールレッド試液を用いる。 

0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液１ml＝76.07mg Ｃ８Ｈ８Ｏ３ 

 

 

 

酸化マグネシウム 

Magnesium Oxide 

 

ＭｇＯ                            分子量 40.30 

Mmagnesium oxide  〔 [1309-48-4]〕  

含  量 本品を強熱したものは，酸化マグネシウム（ＭｇＯ）96.0％以上を含む。 

性  状 本品は，白色又は類白色の粉末又は粒である。 

確認試験 本品１gに塩酸（１→４）25mlを加えて溶かした液は，マグネシウム塩の反

応を呈する。 

純度試験 (1) 水可溶物 2.0％以下 

本品2.0gを量り，水100mlを加え，水浴中で５分間加熱した後，直ちにろ過する。

冷後，ろ液25mlを量り，水浴中で蒸発乾固する。残留物を105℃で１時間乾燥し，

その重量質量を量る。 

(2) 塩酸不溶物 1.0％以下 

本品2.0gを量り，水75mlを加え，振り混ぜながら，それ以上溶けなくなるまで塩



酸を滴加した後，５分間煮沸する。冷後，定量分析用ろ紙（５種Ｃ）でろ過し，ろ

紙上の残留物を洗液が塩化物の反応を呈さなくなるまで水でよく洗った後，ろ紙と

共に強熱し，残留物の重量質量を量る。 

(3) 遊離アルカリ (1)のろ液50mlを量り，メチルレッド試液２滴を加え，0.05mol/

lL硫酸2.0mlを加えるとき，液の色は，赤色を呈する。 

(4) 重金属 Pbとして20μg/g以下 

本品1.0gを量り，塩酸（１→４）25mlを加えて溶かし，水浴中で蒸発乾固し，蒸

発終了近くに残留物をよくかき混ぜて微粉末にする。これに水20mlを加えて溶かし，

同様に蒸発乾固した後，残留物に水20mlを加えて溶かす。必要があればろ過し，酢

酸（１→20）２ml及び水を加えて50mlとし，検液とする。比較液は，鉛標準液２ml

を正確に量り，酢酸（１→20）２ml及び水を加えて50mlとする。 

(5) 酸化カルシウム 1.5％以下 

定量法のＡ液50mlを正確に量り，水を加えて300mlとし，酒石酸溶液（１→５）0.6m

lを加え，更にトリエタノールアミン溶液（３→10）10ml，水酸化カリウム溶液（１

→２）10mlを加え，５分間放置した後，ミクロビューレットを用いて0.01mol/lL E

DTA溶液で滴定し（指示薬 ＮＮ指示薬約0.1g），その消費量をｂmlとする。終点は，

液の赤紫色が完全に消失して青色となるときとし，次式により含量を求める。 

 

ｂ（ml）×0.5608 

酸化カルシウム（ＣａＯ）の含量＝                      （％） 

試料の採取量（g）  

(6) ヒ素 As２ O３として4.0μg/g以下 

本品0.50gを量り，塩酸（１→４）５mlを加えて溶かし，検液とする。装置Ｂを

用いる。 

強熱減量 10.0％以下（1,000℃，30分間） 

定 量 法 本品を強熱し，その約0.5gを精密に量り，水５mlで潤し，塩酸10mlと過塩

素酸10mlを加え，時計皿でふたをして徐々に加熱し，濃厚な白煙が出始めてから，

更に10分間加熱する。冷後，温水約50mlと塩酸（１→２）５mlを加え，少し加熱し

て直ちに定量分析用ろ紙（５種Ｃ）でろ過し，ろ液に水を加えて正確に500ml とし，

Ａ液とする。Ａ液10mlを正確に量り，水を加えて100mlとし，アンモニア・塩化アン

モニウム緩衝液（pH10.7）５mlとエリオクロムブラックＴ試液２滴を加え，直ちに

0.01mol/lL EDTA溶液で滴定し，その消費量ａmlを求める。終点は，液の赤色が青色

となるときとする。純度試験(5)で得た消費量ｂmlを用い，次式により含量を求める。 

（ａ－0.2ｂ）×2.0152  

酸化マグネシウム（ＭｇＯ）の含量＝                          （％） 

試料の採取量（g） 



 

 

三二酸化鉄 

Iron Sesquioxide 

三酸化二鉄 

ベンガラ 

 

Ｆｅ２Ｏ３                             分子量 159.69 

Iiron(Ⅲ ) oxide  [1309-37-1] 

含  量 本品は，三二酸化鉄（Ｆｅ２Ｏ３）98.0％以上を含む。 

性  状 本品は，赤～黄褐色の粉末である。 

確認試験 本品１gに塩酸（１→２）３mlを加え，加熱して溶かした液は，第二鉄塩の

反応を呈する。 

純度試験 (1) 水可溶物 0.75％以下 

本品5.0gを量り，水200ml を加えて５分間煮沸する。冷後，水を加えて250mlと

し，ろ過し，初めのろ液約50mlを捨て，残りのろ液100mlを正確に量り，水浴上で

蒸発乾固する。残留物を，105～110℃で２時間乾燥し，その重量質量を量る。 

(2) 重金属 Pbとして40μg/g以下 

本品1.0gを量り，磁製皿に入れ，塩酸（１→２）20mlを加え，加熱して溶かし，

約１mlになるまで蒸発濃縮した後，王水６mlを加え，水浴上で蒸発乾固する。残留

物に塩酸（１→２）５mlを加えて溶かし，分液漏斗に移す。磁製皿は塩酸（１→２）

５mlずつで２回洗い，洗液を分液漏斗に合わせ，ジエチルエーテル40mlずつで２回，

次にジエチルエーテル20mlを用いて振り混ぜた後，静置放置し，分離したジエチル

エーテル層を除く。水層に塩酸ヒドロキシルアミン0.05gを加えて溶かし，水浴上

で10分間加熱した後，フェノールフタレイン試液１滴を加え，紅色を呈するまでア

ンモニア水を加える。冷後，ほとんど無色となるまで塩酸（１→２）を滴加し，酢

酸（１→20）４mlを加えてよく振り混ぜ，必要があればろ過し，水を加えて50mlと

し，検液とする。比較液は，鉛標準液4.0mlに塩酸（１→２）20mlを加え，検液の

場合と同様に操作して調製する。 

(3) ヒ素 As
２
O
３
として2.0μg/g以下 

本品1.0gを量り，塩酸（１→２）30ml及び硝酸１mlを加え，加熱して溶かし，水

浴上で蒸発濃縮して約５mlとし，水15mlを加え，ろ過する。ろ紙上の不溶物は温湯

５mlずつで３回洗い，洗液はろ液に合わせる。この液に，硫酸１mlを加え，白煙が

発生しなくなるまで蒸発濃縮する。次に亜硫酸10mlを加え，約２mlになるまで蒸発

濃縮した後，水を加えて５mlとし，これを検液とする。装置Ｂを用いる。 

定 量 法 本品約0.2gをヨウ素瓶に精密に量り，塩酸５mlを加え，水浴上で加温して



溶かし，水25ml及びヨウ化カリウム３gを加え，密栓し，暗所で15分間放置した後，

水100mlを加え，遊離したヨウ素を0.1mol/lＬチオ硫酸ナトリウム液で滴定する。た

だし，滴定の終点は液が終点近くで淡黄色になったとき，デンプン試液３mlを加え，

生じた青色が脱色するされるときとする。同様の方法で空試験を行い，補正する。 

0.1mol/lLチオ硫酸ナトリウム液１ml＝7.985 7.984mg Ｆｅ２Ｏ３ 

 

 

新規指定 次亜塩素酸水 

 

 

次亜塩素酸ナトリウム 

Sodium Hypochlorite 

次亜塩素酸ソーダ 

 

ＮａＣｌＯ                           分子量 74.44 

Ssodium hypochlorite 

含  量 本品は，有効塩素4.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無～淡緑黄色の液体で，塩素のにおいがある。 

確認試験 (1) 本品は，ナトリウム塩の反応(1)及び次亜塩素酸塩の反応を呈する。 

(2) 本品の水溶液（１→25）４mlにリン酸緩衝液（pH８）100ml を加えた液は，波

長291～294nmに極大吸収部がある。 

(3) 本品に赤色リトマス紙を浸すとき，リトマス紙は青変し，次に退色する。 

定 量 法 本品約３gを精密に量り，水50mlを加え，ヨウ化カリウム２g及び酢酸（１

→４）10mlを加え，直ちに密栓して暗所に15分間放置し，遊離したヨウ素を0.1mol

/lLチオ硫酸ナトリウム溶液で滴定する（指示薬 デンプン試液）。別に空試験を行

い補正する。 

0.1mol/lLチオ硫酸ナトリウム溶液１ml＝3.5453 3.545mg Ｃｌ 

 

 

次亜硫酸ナトリウム 

Sodium Hydrosulfite 

ハイドロサルファイト 

 

Ｎａ２Ｓ２Ｏ４                           分子量 174.11 

Ssodium dithionite  〔 [7775-14-6[〕  

含  量 本品は，次亜硫酸ナトリウム（Ｎａ２Ｓ２Ｏ４）85.0％以上を含む。 



性  状 本品は，白～明るい灰白色の結晶性の粉末で，においがないか又はわずか

に二酸化硫黄のにおいがある。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→100）10mlに硫酸銅溶液（１→20）２mlを加える

とき，液の色は，灰黒色を呈する。 

(2) 本品の水溶液（１→100）10mlに過マンガン酸カリウム溶液（１→300）１mlを

加えるとき，液の色は直ちに消える。 

(3) 本品は，ナトリウム塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 溶状 微濁 

あらかじめホルマリン10mlに水10mlを加え，水酸化ナトリウム溶液（１→25）

で中和した液10mlに本品0.50gを量って加えて溶かし，５分間放置し，検液とする。 

(2) 重金属 Pbとして10μg/g以下 

本品5.0gを量り，熱湯30mlを加えて溶かし，塩酸５mlを加えて水浴上で蒸発乾

固し，残留物に熱湯15ml及び塩酸５mlを加えて再び水浴上で蒸発乾固する。この

残留物に水を加えて溶かし，て約20mlとし，ろ過し，水を加えて25mlとし，試料

液とする。試料液10mlを量り，酢酸（１→20）２ml及び水を加えて50mlとし，検

液とする。比較液は，鉛標準液２mlを正確に量り，酢酸（１→20）２ml及び水を加

えて50mlとする。 

(3) 亜鉛 Znとして80μg/g以下 

(2)の試料液５mlを量り，アンモニア試液0.1mlを加え，ろ過し，ろ液をネスラ

ー管に入れ，水を加えて20mlとし，塩酸（１→4）５ml及び新たに調製したフェロ

シアン化カリウム溶液（１→10）0.1mlを加え，15分間放置するとき，その液の濁

度は，比較液の濁度より濃くない。比較液は，亜鉛標準液8.0mlを量り，ネスラー

管に入れ，水を加えて20mlとし，塩酸（１→４）５ml及び新たに調製したフェロ

シアン化カリウム溶液（１→10）0.1mlを加え，15分間放置する。 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下 

本品5.0gを量り，水を加えてに溶かし，25mlとする。この液５mlを量り，硫酸１m

lを加え，約２mlになるまで蒸発濃縮した後，水を加えて10mlとする。この液５ml

を量り，検液とする。装置Ｂを用いる。 

(5) エチレンジアミン四酢酸二ナトリウム 本品0.5gを量り，水５mlを加えてに溶

かし，クロム酸カリウム溶液（１→200）２ml及び三酸化ヒ素試液２mlを加えて水

浴中で２分間加熱するとき，液は，紫色を呈さない。 

(6) ギ酸塩 ＨＣＨＯとして0.050％以下 

本品1.0gを量り，水を加えてに溶かして，1,000mlとする。この液10mlを量り，

塩酸（１→２）５mlを加え，次にマグネシウム末約0.3gを少量ずつ加え，泡の発

生がほとんど認められなくなった後，時計皿で覆い，２時間放置し，検液とする。

この液１mlを量り，硫酸２ml及びクロモトロープ酸試液0.5mlを加え，水浴中で10



分間加熱するとき，液の色は次の比較液の色より濃くない。比較液は，希ホルム

アルデヒド標準液1.0mlを量り，塩酸（１→２）５mlを加え，以下検液の場合と同

様に操作して調製する。 

定 量 法 あらかじめホルマリン10mlに水10mlを加え，水酸化ナトリウム溶液（１→25）

で中和した液に本品約２gを精密に量って加え，更に水を加えて溶かし，て正確に500

mlとする。この液25mlを正確に量り，塩酸（１→10）を加えてpHを1.1～1.5に調整

した後，次亜硫酸ナトリウム用0.05mol/lLヨウ素溶液で滴定する（指示薬 デンプ

ン試液）。 

0.05mol/lLヨウ素溶液１ml＝4.353mg Ｎａ２Ｓ２Ｏ４  

 

 

シェラック 

Shellac 

セラック 

 

定  義 本品は，ラックカイガラムシ（Laccifer spp.）の分泌液から得られた，ア

レウリチン酸とシェロール酸又はアレウリチン酸とジャラール酸のエステルを主成

分とするものである。 

本品には，白シェラック及び精製シェラックがあり，ロウ分を除去していない含

ロウ品及びロウ分を除去した脱ロウ品がある。 

 

白シェラック 

 

性  状 本品は，白～淡黄色の顆粒状又は小粒状の細片で，においがないか又はわ

ずかに特異なにおいがある。 

確認試験 (1) 本品12gにエタノール60mlを加えて振り混ぜるとき，常温で３時間以

内に溶ける。また，本品12gにトルエン60mlを加えて同様に操作するとき，溶けな

い。ただし，含ロウ品にあってはロウの微細粒子が分散した溶液となる。 

(2) 本品50mg0.05gを170℃の熱板上で加熱して溶融し，更に続けて加熱するとき，

熱重合してゴム状になる。冷後，これにエタノール１mlを加えて振り混ぜるとき，

溶けない。 

純度試験 (1) 酸価 73～89  

本品約１gを精密に量り，中和エタノール50mlを加えて溶かし，検液とする。以

下油脂類試験法中の酸価の試験を行う。ただし，30秒間持続する紅色を呈するま

で滴定するか，又は電位差計を用いて滴定する。 

(2) 重金属 Pbとして10μg/g以下（2.0g，第２法，比較液 鉛標準液2.0ml） 



(3) ヒ素 As
２
O
３
として2.0μg/g以下(1.0g，第３法，装置Ｂ) 

(4) ロシン 本品2.0ｇに無水エタノール10mlを加えて溶かし，振り混ぜながらヘ

キ サン50mlを徐々に加える。この液を200mlの分液漏斗に入れ，水50mlずつで２

回洗 い，上層液を採り，ろ過し，ろ液を水浴上で蒸発乾固する。残留物にフェノ

ール／クロロホルム混液（１：２）２mlを加えて溶かし，滴板のくぼみに入れ，

その 隣のくぼみに臭素／クロロホルム混液（１：４）を満たし，直ちに１枚の時

計皿で両くぼみを覆い，放置するとき，残留物を溶かした液は１分間以内に紫色

又は青色を呈しない。 

(54) ロウ 含ロウ品5.5％以下 脱ロウ品0.2％以下 

本品10.0gに炭酸ナトリウム溶液（１→60）150mlを加え，水浴上で振り混ぜて

溶かし，更に時計皿で覆い，静置したまま３時間加熱した後，水で１時間以上冷

却する。浮遊するロウをろ取し，ロウ及びろ紙を水で洗った後，ビーカーに入れ，

ほとんど水分がなくなるまで65℃以下で乾燥し，ロウをろ紙とともにソックスレ

ー抽出器内の円筒ろ紙に入れる。ビーカーにはクロロホルムヘキサンを適量注ぎ，

加温してロウを溶かし，先の円筒ろ紙に入れ，クロロホルムヘキサンで２時間抽

出する。クロロホルムヘキサン液を蒸発乾固し，残留物を105℃で３時間乾燥し，

重量質量を測定する。 

(45) ロシン 本品2.0gにを無水エタノール10mlを加えてに溶かし，振り混ぜなが

らヘキサン50mlを徐々に加える。この液を200mlの分液漏斗に入れ，水50mlずつで

２回洗い，上層液を採りとり，ろ過し，ろ液を水浴上で蒸発乾固する。残留物に

フェノール／クロロホルム混液（１：２）２ml無水酢酸５mlを加えて，必要があ

れば水浴上で加温して溶かし，す。滴板のくぼみに入れ，その隣のくぼみに臭素

／クロロホルム混液（１：４）を満たし，直ちに１枚の時計皿で両くぼみを覆い，

放置するとき，残留物を溶かした液は１分間以内に紫色又は青色を呈しない。溶

けた液20mlを比色瓶に移し，硫酸１滴を加えるとき，液の色は紫赤色から紫色を

経て黄土色への変化を呈さない。 

乾燥減量 6.0％以下（40℃で４時間乾燥後，デシケーターで15時間乾燥する。） 

灰  分 1.0％以下 

 

精製シェラック 

 

性  状 本品は，黄～暗褐色の細片で，においがないか又はわずかに特異なにおい

がある。 

確認試験 「白シェラック」の確認試験(1)及び(2)を準用する。 

純度試験 (1) 酸価 60～80 「白シェラック」の純度試験(1)を準用する。ただし，

終点の確認は，電位差計を用いる。 



(2) 重金属 Pbとして10μg/g以下（2.0g，第２法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

(3) ヒ素 As
２
O
３
として2.0μg/g以下(1.0g，第３法，装置Ｂ) 

(54) ロウ 含ロウ品5.5％以下 脱ロウ品0.2％以下 

「白シェラック」の純度試験(54)を準用する。 

(45) ロシン 「白シェラック」の純度試験(45)を準用する。 

乾燥減量 2.0％以下（40℃で４時間乾燥後，デシケーターで15時間乾燥する。） 

灰  分 1.0％以下 

 

 

ジェランガム 

Gellan Gum 

ジェラン多糖類 

 

〔 [71010-52-1〕 ] 

定  義 本品は，シュードモナススフィンゴモナス属菌 （Sphingomonas elodea）

の培養液から得られた，多糖類を主成分とするものである。 

含  量 本品を乾燥したものは，ジェランガム85.0～108.0％を含む。 

性  状 本品は，類白～類褐色の粉末で，わずかに特異なにおいがある。 

確認試験 (1) 水に溶けて粘ちょう粘稠な溶液になる。 

(2) 本品１ｇを量り，100mlの水を加えて２時間かくはんすかき混ぜる。この液の

少量をピペットにとり，10％塩化カルシウム溶液に加えるとき，線状のゲルが直

ちに生じる。 

(3) (2)で得られた液90mlに，塩化ナトリウム0.50ｇを加え，この液をかくはんし

かき混ぜながら80℃に加熱し，１分間保持した後，かくはんせかき混ぜずに室温

まで放冷するとき，ゲルを生じる。 

純度試験 (1) 総窒素 ３％以下（1.0g，ケルダール法） 

本品約１gを精密に量り，窒素定量法中のケルダール法により試験を行う。 

 (2) 重金属 Pbとして20μg/g以下（1.0ｇ，第２法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

(32) 鉛 Pbとして２2.0μg/g以下（5.0g，第１法） 

(43) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（0.50g，第３法，装置Ｂ） 

(4) ２-プロパノール 0.075％以下  

(ⅰ) 装置 「加工ユーケマ藻類」の純度試験(9)の装置を準用する。 

(ⅱ) 操作法  

本品約２g をナス型フラスコＡに精密に量り，水 200ml，数個の沸騰石及びシリコーン樹

脂約１ml を入れ，よく混和する。内標準溶液４ml を正確に量り，メスフラスコＥに入れ，

装置を組み立てる。すり合わせ連結部を水でぬらす。泡がしぶき止め付き蒸留管Ｃに入らな

いように調整しながら１分間に２～３ml の留出速度で蒸留して，留分液が約 90ml になるま

で蒸留する。を採りこの留分に，水を加えて正確に 100ml とし，検液とする。ただし，内標



準溶液は，tert-ブタノール溶液 (１→1000)とする。別に，２-プロパノール約 0.5g を精密

に量り，水を加えて正確に 50ml とする。この液５ml を正確に量り，水を加えて正確に 50ml

とする。この液３ml 及び内標準溶液８ml を正確に量り，水を加えて正確に 200ml とし，標

準液とする。検液及び標準液をそれぞれ 2.0μl ずつ量り，次の操作条件でガスクロマトグ

ラフィーｨｰを行う。検液及び標準液の tert-ブタノールのピーク面積に対する２-プロパノ

ールのピーク面積比ＱＴとＱＳを求め，次式により２-プロパノールの量を求める。 

 

            2-プロパノールの採取量（g） 

２-プロパノールの量＝                ×    ×0.3(％) 
 

 

操作条件 

検出器 水素炎イオン化検出器 

カラム充てん剤 180～250μmのガスクロマトグラフィー用スチレン－ジビニルベンゼン系

多孔性樹脂，  

カラム管 内径３mm，長さ２mのガラス管 

カラム温度 120℃付近の一定温度 

注入口温度 200℃付近の一定温度 

キャリヤーガス 窒素又はヘリウム 

流量： ２-プロパノールの保持時間が約 10 分になるように調整する。 

 

乾燥減量 15.0％以下（105℃，2.5時間） 

灰  分 16.0％以下（乾燥物換算） 

微生物限度 

微生物限度試験法により試験を行うとき，本品１gにつき，細菌数は10,000以下で

ある。また大腸菌は認めない。 

定 量 法 あらかじめクロマトグラフィー用ケイソウ土約1.0gを精密に量り，ガラス

ろ過器（1G3）に加えて均一になるように広げ，105℃で５時間乾燥し，デシケータ

ー中で放冷した後，重量質量を精密に量る。乾燥した本品約0.2gを精密に量り，水50

mlを加え水浴中で撹拌かき混ぜて溶解し，60～70℃に加温したイソプロピルアルコ

ール２-プロパノール200mlを加えてよくかき混ぜた後，一夜放置する。得られた沈

殿を78vol％イソプロピルアルコール２-プロパノールを用いて，先のガラスろ過器で

ろ過する。残留物を20mｌの78vol％イソプロピルアルコール２-プロパノールで３回

洗った後，10mlの78vol％イソプロピルアルコール２-プロパノールで２回洗う。こ

のガラスろ過器を105℃で一夜乾燥した後，重量質量を精密に量り，次式により含量

を求める。 

残留物の重量質量（g） 

ジェランガムの含量＝               × 100（％） 

試料の採取量（g） 

 

 

β-シクロデキストリン 

QT 

QS 試料の採取量(g) 



β-Cyclodextrin 

β-サイクロデキストリン 

 

Ｃ４ ２Ｈ７ ０Ｏ３ ５                   分子量 1134.991134.98 

Cyclomaltoheptaose  [7585-39-9] 

定  義 本品は，デンプンを酵素処理し，非還元性環状デキストリンとして得られ

たものであり，シクロデキストリンのうち７個のブドウ糖D-グルコース単位からな

る環状オリゴ糖である。 

含  量 本品を乾燥したものは，β-シクロデキストリン（Ｃ４ ２Ｈ７ ０Ｏ３ ５）98.0％

以上を含む。 

性  状 本品は，白色の結晶又は結晶性の粉末で，においがなく，わずかに甘味がある。 

確認試験 本品0.2gにヨウ素試液２mlを加え，水浴中で加温して溶かした後，室温に

放置するとき，黄褐色の沈殿を生じる。 

純度試験 (1) 比旋光度 〔α〕20

D ＝＋160～＋164° 

本品を乾燥し，その約１gを精密に量り，水を加えて正確に100mlとし，30分以

内に旋光度を測定する。 

(2) 溶状 無色，澄明（0.50g，水50ml） 

(3) 塩化物 Clとして0.018％以下（0.50g，比較液 0.01mol/ ｌL塩酸0.25ml） 

(4) 重金属 Pbとして5.0μg/g以下（4.0g，第２法，比較液 鉛標準液2.0mｌ） 

(5) 鉛 Pbとして1.0μg/g以下（10.0g，第１法） 

(6) ヒ素 As
２
O
３
として1.3μg/g以下（1.5g，第２法，装置Ｂ） 

(7) 還元物質  本品を乾燥し，その1.0gを正確に量り，水25mlを加えて溶かし，フ

ェーリング試液40mlを加え，３分間穏やかに煮沸する。冷後，沈殿がなるべくフ

ラスコ内に残るように注意しながら，上澄液をガラスろ過器（1G4）を用いてろ過

し，沈殿を温水で洗液がアルカリ性を呈さなくなるまで洗い，洗液を先のガラス

ろ過器を用いてろ過するし，ろ液は捨てる。沈殿に硫酸第二鉄試液20mlを加えて

溶かし，これを先のガラスろ過器を用いてろ過した後，水洗し，ろ液及び洗液を

合わせ，80℃に加熱し，0.02mol/ｌL過マンガン酸カリウム溶液で滴定するとき，そ

の消費量は3.2 ml以下である。 

乾燥減量 14.0％以下（105℃，0.67kPa，４時間） 

強熱残分 0.10％以下（550℃） 

定 量 法 本品を乾燥し，その約0.50gを精密に量り，加熱した水約35mlを加えて溶か

し，冷後，水を加えて正確に50mlとし，検液とする。別に定量用β-シクロデキスト

リンを乾燥し，約0.7gを精密に量り，加熱した水約45mlを加えて溶かし，冷後，水

を加えて正確に50mlとし，標準液とする。更にこの溶液標準液５mlずつを正確にと

り量り，水を加えてそれぞれ正確に10ml及び20mlとする。更に同様に操作して調製



し，標準液とする。 

検液及び３濃度の標準液をそれぞれ10μlずつを量り，それぞれの液につき，次の

操作条件で液体クロマトグラフィーを行う。次にそれぞれの各標準液のβ-シクロデ

キストリンのピーク面積を測定し，検量線を作成する。この検量線と検液のβ-シク

ロデキストリンのピーク面積から検液中のβ-シクロデキストリンの量（g）を求め，

次式により含量を求める。 

 

β－シクロデキストリン（Ｃ４ ２Ｈ７ ０Ｏ３ ５）の含量  

検液中のβ－シクロデキストリンの量（g） 

＝                       ×100（％）  

試料の採取量（g）  

操作条件 

検出器 示差屈折計 

カラム充てん剤 ９～10μ mのゲル型スルホン化ポリスチレン液体クロマトグ

ラフィー用強酸性陽イオン交換樹脂 

カラム管 内径10mm，長さ20～50cmのステンレス管 

カラム温度 50～80℃の一定温度 

移動相 水 

流量 0.3～1.0ml／分の一定量 

 

 

シクロヘキシルプロピオン酸アリル 

Allyl Cyclohexylpropionate 

 

Ｃ１ ２Ｈ２ ０Ｏ２                           分子量 196.29 

Allyl 3-cyclohexylpropionate  2-propenyl 3-cyclohexylpropionate〔[2705-87-5]〕 

含  量 本品は，シクロヘキシルプロピオン酸アリル（Ｃ１ ２Ｈ２ ０Ｏ２）98.0％以上

を含む。 

性  状 本品は，無～淡黄色の透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品１mlにエタノール製10％水酸化カリウム試液５mlを加え，還流冷却器 

を付けて水浴中で30分間加熱するとき，特有のにおいはなくなり，アリルアルコー

ルのにおいを発する。 

本品を赤外吸収スペクトル測定法中の液膜法により測定し，本品のスペクトルを

参照スペクトルと比較するとき，同一波数のところに同様の強度の吸収を認める。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.457～1.462 

(2) 比重 0.948～0.953 



(3) 溶状 澄明（1.0ml，80vol％エタノール4.0ml） 

(4) 酸価 1.0以下（香料試験法） 

定 量 法 本品約1.5gを精密に量り，香料試験法中のエステル含量により定量する。 

0.5mol/lLエタノール製水酸化カリウム溶液１ml＝98.14mg Ｃ１ ２Ｈ２ ０Ｏ２ 

 

 



Ｌ-シスチン 

L-Cystine 

 

Ｃ６Ｈ１ ２Ｎ２Ｏ４Ｓ２                        分子量 240.30 

(2R ,2R')-3,3'-Disulfanylbis[2-amino-3-sulfanylpropanoic acid]   

［R-(R＊,R＊)］-3,3'-dithiobis(2-aminopropanoic acid)〔 [56-89-3]〕 

含  量 本品を乾燥物換算したものは，Ｌ-シスチン（Ｃ６Ｈ１２Ｎ２Ｏ４Ｓ２）98.0～102.0％

を含む。 

性  状 本品は，白色の結晶又は結晶性の粉末で，わずかに特異なにおいがあり，

味はないかわずかに特異な味がある。 

確認試験 (1) 本品の飽和溶液５mlにニンヒドリン溶液(1→50)１mlを加え，水浴中

で３分間加熱するとき，紫色を呈する。 

(2) 本品の２mol/ｌL塩酸溶液(1→30)３mlに亜鉛末0.04gを加え，水溶中で10分間

加熱し，冷後，必要があればろ過し，水酸化ナトリウム溶液(1→20)10mlを加えて

振り混ぜた後，ニトロプルシドナトリウム試液を１滴加えるとき，赤紫色を呈する。 

純度試験 (1) 比旋光度 〔α〕20

D ＝－215～－230゜ 

本品約２gを精密に量り，１mol/ｌL塩酸を加えて溶かして正確に100mlとし，旋

光度を測定し，更に乾燥物換算を行う。 

(2) 溶状 無色，澄明（1.0g，１mol/ｌL塩酸20ml） 

(3) 液性 pH5.0～6.5（飽和水溶液） 

(4) 塩化物 Clとして0.1％以下（0.07g，比較液 0.01mol/ｌL塩酸0.20ml） 

(5) 重金属 Pbとして20μg/g以下（1.0g，第２法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

(6) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（0.50g，第３法，装置Ｂ） 

乾燥減量 0.30％以下（105℃，３時間） 

強熱残分 0.10％以下 

定 量 法 本品約0.3gを精密に量り，窒素定量法中のケルダール法により定量し，更

に乾燥物換算を行う。ただし，分解促進剤として二酸化セレン0.2gを加え，４時間

加熱して分解する。 

0.05mol/ｌL硫酸１ml＝12.015 12.02mg Ｃ６Ｈ１ ２Ｎ２Ｏ４Ｓ２ 

 

 



Ｌ-システイン塩酸塩 

Ｌ-Cysteine Monohydrochloride 

 

Ｃ３Ｈ７ＮＯ２Ｓ･ＨＣｌ･Ｈ２Ｏ                 分子量 175.64 

(2R)-2-Amino-3-sulfanylpropanoic acid monohydrochloride monohydrate  

(R)-2-amino-3-mercaptopropanoate monohydrochloride monohydrate〔 [7048-04-6]〕 

含  量 本品を乾燥物換算したものは,Ｌ-システイン塩酸塩（Ｃ３Ｈ７ＮＯ２Ｓ･ＨＣｌ

＝157.62）98.0～102.0％を含む。 

性  状 本品は，無～白色の結晶又は白色の結晶性の粉末で，特異なにおいと味がある。 

確認試験 (1)本品の水溶液（１→1,000）５mlにピリジン0.5ml及びニンヒドリン溶液

（１→100）１mlを加え，５分間加熱するとき，液は，紫～紫褐色を呈する。 

(2) 本品の水溶液（１→1,000）10mlに水酸化ナトリウム溶液（１→25）２ml及び

ニトロプルシドナトリウム溶液（１→20）２滴を加えるとき，液は，紫赤色を呈

する。 

(3) 本品の水溶液（１→50）10mlに過酸化水素１mlを加え，水浴中で10分間加熱し

た液は，塩化物(2)の反応を呈する。 

純度試験 (1) 比旋光度 〔α〕20

D ＝＋5.0～＋8.0°(4.0ｇ，塩酸（１→10），50ml，

乾燥物換算) 

(2) 溶状 無色，ほとんど澄明（1.0g，水20ml） 

(3) 重金属 Pbとして20μg/g以下（1.0g，第２法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下 

本品0.50gを量り，分解フラスコに入れ，硫酸５ml及び硝酸５mlを加えて加熱し，

更に時々硝酸２～３mlずつを追加し，液が無～淡黄色となるまで加熱を続ける。冷

後，シュウ酸アンモニウム飽和溶液15mlを加え，白煙を発生するまで加熱濃縮して

２～３mlとする。冷後，水を加えて10mlとする。この液５mlを量り，検液とする。

装置Ｂを用いる。ただし，標準色は，ヒ素標準液2.0mlを量り，分解フラスコに入

れ，硫酸５ml及び硝酸５mlを加えて加熱し，以下検液の場合と同様に操作して調製

する。 

(5) シスチン 本品0.20ｇを量り，N-エチルマレイミド溶液（１→50）を加えて溶

かし，100mlとする。この液２mlをとりN-エチルマレイミド溶液（１→50）を加え

て20mlとし，30分間放置し，検液とする。検液５μlを量り，対照液を用いず，n-

１-ブタノール／水／酢酸混液（２：１：１）を展開溶媒として薄層クロマトグラ

フィーを行うときい，展開溶媒の先端が原線より約15ｃｍの高さに上昇したとき

展開をやめる。薄層板を80℃で30分間乾燥した後，ニンヒドリンのメタノール／

酢酸混液（97：３）の溶液（１→100）を噴霧し，80℃で10分間加熱して呈色させ，

自然光下で観察するとき，一つのスポットのみを認める。ただし，薄層板には，



担体として薄層クロマトグラフィー用シリカゲルを110℃で１時間乾燥したもの

を使用し，する。 展開溶媒の先端が原線より約15ｃｍの高さに上昇したとき展開

をやめる。薄層板を80℃で30分間乾燥した後，ニンヒドリンのメタノール／酢酸

混液（97：３）の溶液（１→100）を噴霧し，80℃で10分間加熱して呈色させ，自

然光下で観察する。 

乾燥減量 8.0～12.0％（0.7kPa以下，24時間） 

強熱残分 0.20％以下 

定 量 法 本品約0.25gを精密に量り，水20mlを加えて溶かし，更にヨウ化カリウム４

gを加えて溶かす。この液に塩酸（１→４）５ml及び0.05mol/ｌLヨウ素溶液25mlを

正確に量って加え，氷水中で20分間暗所に放置した後，過量のヨウ素を0.1mol/ｌL

チオ硫酸ナトリウム溶液で滴定する（指示薬 デンプン試液）。別に空試験を行う。

更に乾燥物換算を行う。 

0.05mol/ｌLヨウ素溶液１ml＝15.762 15.76mg Ｃ３Ｈ７ＮＯ２Ｓ･ＨＣｌ 

 

 

5′-シチジル酸二ナトリウム 

Disodium 5′-Cytidylate 

5′-シチジル酸ナトリウム 

 

Ｃ９Ｈ１ ２Ｎ３Ｎａ２Ｏ８Ｐ                    分子量 367.16 

Disodium cytidine 5'-monophosphate  disodium 1-β- D-ribofuranosylcytosine 5′

-phosphate〔 [6757-06-8]〕 

含  量 本品を無水物換算したものは，5′-シチジル酸二ナトリウム（Ｃ９Ｈ１ ２Ｎ３

Ｎａ２Ｏ８Ｐ）97.0～102.0％を含む。 

性  状 本品は，無～白色の結晶又は白色の結晶性の粉末で，わずかに特異な味がある。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（３→10,000）３mlに塩酸１ml及び臭素試液１mlを加え

て水浴中で30分間加熱し，空気を吹きこんで臭素を除いた後，オルシン・エタノー

ル溶液（１→10）0.2mlを加え，更に硫酸第二鉄アンモニウム・塩酸溶液（１→1,000）

３mlを加え，水浴中で20分間加熱するとき，液は，緑色を呈する。 

(2) 本品の水溶液（１→20）５mlにマグネシア試液２mlを加えるとき，沈殿を生じ

 ない。次に硝酸７mlを加えて10分間煮沸した後，水酸化ナトリウム溶液（１→25）

を加えて中和した液は，リン酸塩(2)の反応を呈する。 

(3) 本品20mg0.02gに塩酸（１→1,000）1,000mlを加えて溶かした液は，波長277～281

nmに極大吸収部がある。 

(4) 本品は，ナトリウム塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 溶状 無色，ほとんど澄明（0.50g，水10ml） 



(2) 液性 pH8.0～9.5（1.0g，水20ml） 

(3) 重金属 Pbとして20μg/g以下（1.0g，第１法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（0.50g，第１法，装置Ｂ） 

(5) 吸光比 本品20mg0.020gを量り，塩酸（１→1,000）を加えて溶かして1,000ml

とする。この液の波長250nm，260nm及び280nmにおけるそれぞれの吸光度Ａ１，Ａ
２

及びＡ
３
を測定するとき，Ａ

１
/Ａ

２
は0.40～0.52，Ａ

３
/Ａ

２
は1.85～2.20である。 

(6) 他の核酸分解物「5'-イノシン酸二ナトリウム」の純度試験(6)を準用する。 

水  分 26.0％以下（0.15g，逆滴定） ただし，水分測定用試液を過量に加え，20

分間かき混ぜた後，滴定を行う。 

定 量 法 本品約0.5gを精密に量り，塩酸（１→1,000）を加えて溶かして正確に1,000ml

とする。この液10mlを正確に量り，塩酸（１→1,000）を加えて正確に250mlとし，

検液とする。波長280nmにおける検液の吸光度Ａを測定し，次式により含量を求める。 

 

5'-シチジル酸二ナトリウム（Ｃ９Ｈ１ ２Ｎ３Ｎａ２Ｏ８Ｐ）の含量  

0.5         144.6×Ａ    

＝           ×          ×100（％） 

試料の採取量（ｇ）    100－水分（％） 

 

0.5 × 1.446 × Ａ 

   ＝                   × 100 (％) 

無水物換算した試料の採取量(g) 

 

 

シトラール 

Citral 

 

Ｃ１ ０Ｈ１ ６Ｏ                      分子量 152.24152.23 
Mixture of (2E)-3,7-dimethylocta-2,6-dienal (trans-isomer) and (2Z)-3,7-dimethylocta-2,6-dienal (cis-isomer)   

mixture of (E)-3,7-dimethyl-2,6-octadien-1-al and 

(Z)-3,7-dimethyl-2,6-octadien-1-al〔 [5392-40-5]〕 

含  量 本品は，シトラール（Ｃ１ ０Ｈ１ ６Ｏ）96.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無～淡黄色の液体で，レモンようのにおいがある。 

確認試験 本品を赤外吸収スペクトル測定法中の液膜法により測定し，本品のスペク

トルを参照スペクトルと比較するとき，同一波数のところに同様の強度の吸収を認

める。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.486～1.490 



(2) 比重 0.880～0.894 

(3) 溶状 澄明（1.0ml，60vol％エタノール10ml） 

(4) 酸価 5.0以下（香料試験法） 

定 量 法  本品約１gを精密に量り，香料試験法中のアルデヒド類又はケトン類含量の

第２法により定量する。ただし，放置時間は，15分間とする。 

0.5mol/ｌL塩酸１ml＝76.12mg Ｃ１ ０Ｈ１ ６Ｏ   

 

 

シトロネラール 

Citronellal 

 

Ｃ１ ０Ｈ１ ８Ｏ                           分子量 154.25 

3,7-Dimethyloct-6-enal  3,7-dimethyl-6-octen-1-al〔 [106-23-0]〕 

含  量 本品は，シトロネラール（Ｃ１ ０Ｈ１ ８Ｏ）85.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無色透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品１mlに亜硫酸水素ナトリウム試液２ml及び無水炭酸ナトリウム溶液

（１→８）２滴を加えて振り混ぜるとき，発熱して白色の結晶塊となる。これに亜

硫酸水素ナトリウム試液10mlを追加して水浴中で振り混ぜながら加熱するとき，こ

の結晶塊は溶ける。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.446～1.452 

(2) 比重 0.852～0.859 

(3) 溶状 澄明（1.0ml，70vol％エタノール５5.0ml） 

(4) 酸価 3.0以下（香料試験法） 

定 量 法 本品約１gを精密に量り，香料試験法中のアルデヒド類又はケトン類含量の

第２法により定量する。ただし，放置時間は，15分間とする。 

0.5mol/ ｌL塩酸１ml＝77.13 77.12mg Ｃ１ ０Ｈ１ ８Ｏ 

 

 

シトロネロール 

Citronellol 

 

C
１０

H
２０

O                            分子量 156.27 

3,7-Dimethyloct-6-en-1-ol  3,7-dimethyl-6-octen-1-ol〔 [106-22-9]〕 

含  量 本品は，シトロネロール（Ｃ１ ０Ｈ２ ０Ｏ）94.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無色透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品１mlに無水酢酸１ml及びリン酸１滴を加え，10分間微温に保った後，



水１mlを加え，温湯中で５分間振り混ぜる。冷後，無水炭酸ナトリウム溶液（１

→８）を加えて微アルカリ性とするとき，酢酸シトロネリルのにおいを発する。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.453～1.462 

(2) 比重 0.853～0.863 

(3) 溶状 澄明（2.0ml，70vol％エタノール4.0ml） 

(4) 酸価 1.0以下（香料試験法） 

(5) エステル価 4.0以下（５g，香料試験法） 

(6) アルデヒド類 本品約５gを正確に量り，香料試験法中のアルデヒド類又はケ

トン類含量の第２法により定量するとき，0.5mol/ｌL塩酸の消費量は，0.7ml以下

である。 

定 量 法 香料試験法中のアルコール類含量の第１法により定量する。ただし，アセ

チル化油約１gを用いる。 

 

 

1,8-シネオール 

1,8-Cineole 

ユーカリプトール 

 

Ｃ１ ０Ｈ１ ８Ｏ                           分子量 154.25 

1,3,3-Trimethyl-2-oxabicyclo[2.2.2]octane  1,3,3-trimethyl-2-oxabicyclo〔2,2,2〕

octane〔 [470-82-6]〕 

含  量 本品は，1,8-シネオール（Ｃ１ ０Ｈ１ ８Ｏ）85.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無～淡黄色の透明な液体で，ユーカリの葉ようのにおいがある。 

確認試験 本品３ｇにあらかじめ加温して融解したオルトクレゾール２ｇを加えて振

り混ぜるとき，結晶塊となり，水浴中で温めるとき，溶ける。 

本品を赤外吸収スペクトル測定法中の液膜法により測定し，本品のスペクトルを

参照スペクトルと比較するとき，同一波数のところに同様の強度の吸収を認める。 

純度試験 (1) 屈折率 n20

D ＝ 1.454～1.462 

(2) 比旋光度 [α]20

D ＝－3.0～＋10.0° 

(3) 比重 0.915～0.929 

(4) 溶状 澄明（2.0ml，70vol％エタノール6.0６ml） 

(5) フェランドレン 本品2.5mlを量り，石油ベンジン５mlを加えて溶かす。この液

に亜硝酸ナトリウム溶液（１→20）10mlを加え，徐々に酢酸５mlを加えるとき，10

分以内に結晶を析出しない。 

(6) レゾルシン 本品1.0mlを量り，水５mlを加え及び水／硝酸第二水銀試液の混液

（３：１）１滴を加え，よく振り混ぜながら水浴中で２分間加熱する。水冷後，硫



酸（１→20）１滴及び新たに調製した亜硝酸ナトリウム溶液（１→10）１滴を加え，

再び水浴中で２分間加熱するとき，水層は，黄～黄褐色を呈さないホウ酸ナトリウ

ム溶液(１→500)４ml及び2,6-ジクロロキノンクロロイミドの小結晶を加えて振り

混ぜるとき，液の色は青～青紫色を呈さない。 

定 量 法 本品3.0gを正確に量り，直径約15mm，長さ約80～160mm8～16cmの試験管（Ａ）

に入れ，加温して溶かしたオルトクレゾール2.1gを加え，温度計（Ｂ）を水銀球が

液の中心よりやや下にくるようにコルク栓（Ｅ）で固定する。温度計で液を静かに

かき混ぜ，結晶が析出し始める温度を読む。(Ａ)を加熱して結晶を完全に融解させ

た後，コルク栓（Ｃ）を付けた広口瓶（Ｄ）に入れ，温度を徐々に降下させる。再

び結晶が析出し始めるか，又は最初に記録した温度に達したとき，激しく温度計を

上下して管壁を摩擦すると，温度は，やや上り，しばらくの間一定温度を示す。こ

のとき温度計の示す温度を読み取る。同様の操作を繰り返して得られた温度のうち

の最高温度から次の表により1,8-シネオールの含量を算出する。 

 

1,8-シネオール ％  

 

温 度  0.0    0.1    0.2    0.3    0.4    0.5   0.6    0.7   0.8    0.9  

 47    80.0   80.2   80.4   80.6   80.8   81.1  81.3   81.5  81.7   81.9 

 48    82.1   82.3   82.5   82.7   82.9   83.2  83.4   83.6  83.8   84.0 

 49    84.2   84.4   84.6   84.8   85.0   85.3  85.5   85.7  85.9   86.0 

 50    86.3   86.6   86.8   87.1   87.3   87.6  87.8   88.1  88.3   88.6 

 51    88.8   89.1   89.3   89.6   89.8   90.1  90.3   90.6  90.8   91.1 

 52    91.3   91.6   91.8   92.1   92.3   92.6  92.8   93.1  93.3   93.6 

 53    93.8   94.1   94.3   94.6   94.8   95.1  95.3   95.6  95.8   96.1 

 54    96.3   96.6   96.9   97.2   97.5   97.8  98.1   98.4  98.7   99.0 

 55    99.3   99.7  100.0                                                

図は省略 

 

ジフェニル 

Diphenyl 

ビフェニル 

 

Ｃ１ ２Ｈ１ ０                            分子量 154.21 

Biphenyl  phenylbenzene〔 [92-52-4]〕 

含  量 本品は，ジフェニル（Ｃ１ ２Ｈ１ ０）98.0～102.0％を含む。 

性  状 本品は，無～白色の結晶，結晶性の粉末又は結晶塊で，特異なにおいがある。 



確認試験 (1) 本品の酢酸エチル溶液（１→100）２滴に酢酸0.5ml及び硝酸１mlを加

え，70℃で30分間加熱した後，冷却し，水５ml及び酢酸エチル10mlを加えて振り混

ぜた後，酢酸エチル層５mlを採りとり，酢酸エチルを留去する。残留物にエタノー

ル１mlを加えて溶かし，塩酸（１→２）２ml及び亜鉛末0.2gを加え，水浴中で10

分間加熱する。冷後，ろ過し，ろ液に水50mlを加えた後，亜硝酸ナトリウム溶液（１

→100）１mlを加えて振り混ぜ，10分間放置した後，スルファミン酸アンモニウム

溶液（１→40）１mlを加え，５分間放置する。次にN-１-ナフチルエチレンジアミ

ン二塩酸塩１gを塩酸（１→４）100mlに溶かした液２mlを加え，よく振り混ぜて20

分間放置するとき，液は，紫色を呈する。 

(2) 本品の酢酸エチル溶液（１→100）１mlにホルマリン・硫酸試液１mlを層積す

るとき，下層は，青～緑青色を呈する。 

純度試験 (1) 融点 69～71℃ 

(2) 重金属 Pbとして20μg/g以下 

本品の粉末1.0gを量り，石英製又は磁製のるつぼに入れ，硫酸１mlを加えて潤

し，徐々に強熱してできるだけ低温でほとんど灰化する。放冷後，更に硫酸１mlを

加え，徐々に加熱して白煙がほとんど発生しなくなった後，残留物が灰化するまで

450～550℃に強熱する。冷後，残留物に塩酸１ml及び硝酸0.2mlを加え，水浴上で

蒸発乾固する。残留物に塩酸（１→４）１ml及び水15mlを加え，加熱して溶かす。

冷後，フェノールフタレイン試液１滴を加え，液がわずかに紅色になるまでアン

モニア試液を滴加した後，酢酸（１→20）２ml及び水を加えて50mlとし，検液と

する。比較液は，鉛標準液２mlを正確に量り，酢酸（１→20）２ml及び水を加え

て50mlとする。 

(3) ナフタレン及びその誘導体 本品2.5gを量り，クロロホルム50mlを加えて溶か

し，サリチル酸メチル・クロロホルム溶液（１→50）2.0mlを加え，更にクロロホル

ムを加えて100mlとし，検液とする。別にナフタレン・クロロホルム溶液（１→1,000）

５mlを量り，サリチル酸メチル・クロロホルム溶液（１→50）2.0mlを加え，更に

クロロホルムを加えて100mlとし，比較液とする。検液及び比較液につき，次の操

作条件でガスクロマトグラフィーを行うとき，検液のナフタレンのピーク面積及び

サリチル酸メチルのピーク位置とジフェニルのピーク位置の間に現れるピークの

面積の総和(Ａ)とサリチル酸メチルのピーク面積（ＡＳ）の比Ａ／ＡＳは，比較液

のナフタレンのピーク面積（Ａ'）とサリチル酸メチルのピーク面積（Ａ'
Ｓ
）の比

Ａ'/Ａ'
Ｓ
を超えない。 

操作条件 

検出器 水素炎イオン化検出器 

カラム充てん剤 

液相 担体に対して10％のポリエチレングリコール6,000 



担体 177～250μmのガスクロマトグラフィー用ケイソウ土 

カラム管 内径３～４mm，長さ２～３mのガラス管又はステンレス管 

カラム温度 160～180℃の間の一定温度 

キャリヤーガス及び流量 窒素を用いる。サリチル酸メチルのピークが約５分

後に現れるようにカラム温度及びキャリヤーガスの流量を調整する。 

流量 サリチル酸メチルのピークが約５分後に現れるように調整する。 

定 量 法 本品約100mg0.1gを精密に量り，メタノールを加えて溶かし，て正確に1,000ml

とし，この液10mlを正確に量り，メタノールを加えて正確に200mlとする。そのこの

液につき，メタノールを対照として波長248nmにおける吸光度Ａを測定し，次式によ

り含量を求める。 

 

Ａ     20×10,000 

ジフェニル（Ｃ１ ２Ｈ１ ０）の含量＝         ×                    ×100（％） 

1,118   試料の採取量（mgg） 

 

 

ジブチルヒドロキシトルエン 

Butylated Hydroxytoluene 

 

Ｃ１ ５Ｈ２ ４Ｏ                           分子量 220.35 

2,6-Bis(1,1-dimethylethyl)-4-methylphenol  2,6-bis(1,1-dimethylethyl)-4-methyl-ph

enol〔 [128-37-0]〕 

性  状 本品は，無色の結晶又は白色の結晶性の粉末若しくは塊で，においがない

か又はわずかに特異なにおいがある。 

確認試験 (1) 本品５mgに５-ニトロソ-８-ヒドロキシキノリン・硫酸溶液（１→100）

１～２滴を加えるとき，溶けながら黄色を呈し，次に赤褐色に変わる。 

(2) 本品のエタノール溶液（１→30）１mlに塩化第二鉄（Ⅲ）溶液（１→500）３

～４滴を加えるとき，呈色しない。この液にα，α'-ジピリジルの結晶を加えると

き，液は，赤色を呈する。ただし，塩化第二鉄塩化鉄(Ⅲ)溶液は，空試験で呈色し

ないものを用いる。 

純度試験 (1) 融点 69～72℃ 

(2) 溶状 無色，澄明（1.0ｇ，エタノール10ml） 

(3) 硫酸塩 SO４として0.019％以下 

本品0.50gを量り，水30mlを加え，ときどき振り混ぜながら水浴中で５分間加熱

し，冷後ろ過し，試料液とする。比較液には0.005mol/ｌL硫酸0.20mlを用いる。 

(4) 重金属 Pbとして10μg/g以下（2.0g，第２法，比較液 鉛標準液2.0ml） 



(5) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（0.50g，第３法，装置Ｂ） 

(6) パラクレゾール パラクレゾールとして0.10％以下 

本品1.0gを量り，水10ml及びアンモニア水１mlを加え，時々振り混ぜながら水

浴中で３分間加熱し，冷後ろ過する。ろ紙上の残留物は，少量の水で洗い，洗液を

ろ液に合わせ，水を加えて100mlとし，検液試料液とする。検液試料液3.0mlを量り，

ネスラー管に入れ，リンモリブデン酸・エタノール溶液（１→20）１ml及びアンモ

ニア試液0.2mlを加えて振り混ぜ，更に水を加えて50mlとして10分間放置するとき，

その液の色は，パラクレゾール溶液（１→100,000）3.0mlを量り，検液試料液と同

様に操作して得た液の色より濃くない。 

強熱残分 0.05％以下 

 

 

ジベンゾイルチアミン 

Dibenzoyl Thiamine 

 

Ｃ２ ６Ｈ２ ６Ｎ４Ｏ４Ｓ                      分子量 490.58 
4-[N-(4-Amino-2-methylpyrimidin-5-ylmethyl)formamido]-3-(benzoylsulfanyl)pent-3-en-1-yl benzoate   

S-［2-［(4-amino-2-methyl-5-pyrimidinyl)formamino］-1-［2-(benzoyloxy)ethyl］

-1-propenyl］benzothioate〔 [299-88-7]〕 

含  量 本品を乾燥したものは，ジベンゾイルチアミン（Ｃ２６Ｈ２６Ｎ４Ｏ４Ｓ）97.0％

以上を含む。 

性  状 本品は，白色の結晶性の粉末で，においがない。 

確認試験 (1) 本品30mg0.03gに塩酸（１→100）７mlを加え，水浴中で加熱して溶か

す。この液に塩酸ヒドロキシルアミン溶液（３→20）／水酸化ナトリウム溶液（３

→20）混液（１：１）２mlを加え，１分間振り混ぜた後，塩酸0.8ml及び塩化第二

鉄塩化鉄(Ⅲ)溶液（１→10）0.5mlを加えるとき，液は，紫色を呈する。 

(2) 本品５mgにメタノール１mlを加え，加温して溶かし，水２ml，塩酸システイン

溶液（１→100）２ml及びリン酸緩衝液（pH７）２mlを加えて振り混ぜ，30分間

放置する。この液に新たに調製したフェリシアン化カリウム溶液（１→10）１ml，

水酸化ナトリウム溶液（１→50）５ml及びイソブチルアルコール２-メチル-１-

プロパノール５mlを加え，２分間強く振り混ぜ，放置して液を２層に分離させ，

上方から紫外線を照射し，照射の方向と直角の方向から上層液の上部を観察する

とき，青紫色の蛍光を認める。その蛍光は，液を酸性にすると消え，アルカリ性

にすると再び現われる。 

純度試験 (1) 融点 163～174℃（分解） 

(2) 塩化物 Clとして0.053％以下 



本品0.40gを量り，メタノール20mlを加えて溶かし，硝酸（１→10）６ml及び水

を加えて50mlとし，これを検液とする。比較液は，0.01mol/ｌL塩酸0.60mlにメタ

ノール20ml，硝酸（１→10）６ml及び水を加えて50mlとする。 

(3) 重金属 Pbとして20μg/g以下（1.0g，第２法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

乾燥減量 3.0％以下（105℃，２時間） 

強熱残分 0.20％以下 

定 量 法 本品を乾燥し，その約0.4gを精密に量り，メタノール40ml及び塩酸（１→

100）40mlを加えて溶かし，水を加えて正確に1,000mlとする。この液５mlを正確に

量り，塩酸（１→100）を加えて正確に250mlとし，検液とする。検液につき，水を

対照として波長237nmにおける吸光度Ａを測定する。別に空試験を行い，その吸光度

をＡｏとし，次式により含量を求める。 

 

ジベンゾイルチアミン（Ｃ２ ６Ｈ２ ６Ｎ４Ｏ４Ｓ）の含量  

（Ａ－Ａｏ）×0.4 

＝                 ×100（％） 

試料の採取量（g）×0.452 

 

 

ジベンゾイルチアミン塩酸塩 

Dibenzoyl Thiamine Hydrochloride 

 

Ｃ２ ６Ｈ２ ６Ｎ４Ｏ４Ｓ･ＨＣｌ・３Ｈ２Ｏ           分子量 581.09581.08 

4-[N-(4-Amino-2-methylpyrimidin-5-ylmethyl)formamido]-3-(benzoylsulfanyl)pent-3-en-1-

yl benzoate monohydrochloride trihydrate   

S-［2-［(4-amino-2-methyl-5-pyrimidinyl)formamino］-1-［2-(benzoyloxy)ethyl］

-1-propenyl］benzothioate monohydrochloride trihydrate〔 [35660-60-7]〕 

含  量 本品を乾燥したものは，ジベンゾイルチアミン塩酸塩（Ｃ２ ６Ｈ２ ６Ｎ４Ｏ４

Ｓ･ＨＣｌ＝527.04）97.0％以上を含む。 

性  状 本品は，白色の結晶性の粉末で，においがない。 

確認試験 (1)「ジベンゾイルチアミン」の確認試験(1)及び(2)を準用する。 

(2) 本品0.1gにメタノール10mlを加えて溶かし，硝酸（１→10）１mlを加えた後，

硝酸銀溶液（１→50）１mlを加えるとき，白色の沈殿を生じる。 

純度試験 (1) 溶状 ほとんど澄明 

本品1.0gを量り，水10mlを加え，水浴中で加熱して溶かし，検液とする。 

(2) 重金属 Pbとして20μg/g以下（1.0g，第２法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

乾燥減量 11.0％以下（減圧，24時間） 



強熱残分 0.20％以下 

定 量 法 本品を乾燥し，その約0.4gを精密に量り，以下「ジベンゾイルチアミン」

の定量法を準用し，次式により含量を求める。 

 

ジベンゾイルチアミン塩酸塩（Ｃ２ ６Ｈ２ ６Ｎ４Ｏ４Ｓ･ＨＣｌ）の含量  

（Ａ－ＡＯ）×0.4 

＝                ×100（％） 

試料の採取量（g）×0.421 

 

 

シュウ酸 

Oxalic Acid 

 

Ｃ２Ｈ２Ｏ４･２Ｈ２Ｏ                      分子量 126.07 

Eethanedioic acid dihydrate  〔 [6153-56-6，２水和物 ]〕  

含  量 本品は，シュウ酸（Ｃ２Ｈ２Ｏ４･２Ｈ２Ｏ）99.5～101.0％を含む。 

性  状 本品は，無色の結晶で，においがない。 

確認試験 (1) 本品は，加熱するとき，昇華する。 

(2) 本品の水溶液（１→10）１mlに硫酸２滴を加え，これに過マンガン酸カリウム

溶液（１→300）１mlを加えて加熱するとき，液の紅色は消える。 

(3) 本品の水溶液（１→10）をアンモニア試液でアルカリ性とし，塩化カルシウム

溶液（３→40）１mlを加えるとき，白色の沈殿を生じる。 

純度試験 (1) 溶状 無色，ほとんど澄明 

本品1.0gを量り，水20mlを加え，煮沸して溶かし，検液とする。 

(2) 硫酸塩 SO４として0.077％以下 

本品1.0gを量り，水20ml及び無水炭酸ナトリウム溶液（１→８）１mlを加え，

水浴上で蒸発乾固した後，徐々に加熱し，更に600～700℃に強熱する。この残留

物に水10ml及び硝酸0.5mlを加えて煮沸し，更に塩酸２mlを加え，水浴上で蒸発乾

固する。次にこの残留物に水を加えて100mlとし，ろ過し，ろ液25mlを量り，試料

液とする。比較液は，0.005mol/ｌL硫酸0.40mlに塩酸（１→４）１ml及び水を加

えて50mlとする。 

(3) 重金属 Pbとして20μg/g以下 

本品の強熱残分に塩酸１ml及び硝酸0.2mlを加え，水浴上で蒸発乾固し，塩酸（１

→４）１ml及び水30mlを加え，加熱して溶かす。冷後，フェノールフタレイン試

液１滴を加え，液がわずかに紅色を呈するまでアンモニア試液を滴加した後，酢

酸（１→20）２mlを加え，必要があればろ過し，更に水を加えて50mlとし，検液



とする。比較液は，鉛標準液２mlを正確に量り，酢酸（１→20）２ml及び水を加

えて50mlとする。 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（0.50g，第１法，装置Ｂ） 

強熱残分 0.30％以下（1.0g） 

定 量 法 本品約１gを精密に量り，水を加えて溶かし，て正確に250mlとする。この

液50mlを正確に量り，硫酸３mlを加え，約80℃に加温し，熱時0.02mol/ｌL過マンガ

ン酸カリウム溶液で滴定する。 

0.02mol/ｌL過マンガン酸カリウム溶液１ml＝6.303mg Ｃ２Ｈ２Ｏ４･２Ｈ２Ｏ 

 

 

臭素酸カリウム 

Potassium Bromate 

 

ＫＢｒＯ３                            分子量 167.00 

Ppotassium bromate  〔 [7758-01-2]〕  

含  量 本品を乾燥したものは，臭素酸カリウム（ＫＢｒＯ３）99.0～101.0％を含む。 

性  状 本品は，白色の結晶又は結晶性の粉末である。 

確認試験 本品は，カリウム塩の反応及び臭素酸塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 遊離酸及び遊離アルカリ 本品5.0gを量り，新たに煮沸し冷却した水

60mlを加えて加温しながら溶かし，冷後，フェノールフタレイン試液３滴を加え，

この液について次の試験を行う。 

(i) 液が無色ならば，0.01mol/ｌL水酸化ナトリウム溶液1.2mlを加えるとき，紅

色を呈する。 

(ii) 液が紅色ならば，0.01mol/ｌL塩酸0.40mlを加えるとき，その色は消える。 

(2) 臭化物 本品2.0gを量り，水40mlを加えて溶かし，硫酸（３→100）0.25mlを加

え，メチルオレンジ試液１滴を加えるとき，液は，紅赤色を呈する。更に振り混ぜ

るとき，液の色は直ちに消えない。 

(3) 重金属 Pbとして10μg/g以下 

本品2.0gを量り，水10mlを加えて加温しながら溶かし，塩酸10mlを加えて水浴上

で蒸発乾固した後，水20mlを加えて溶かし，酢酸（１→20）２ml及び水を加えて50

mlとし，検液とする。比較液は，鉛標準液２mlを正確に量り，酢酸（１→20）２ml

及び水を加えて50mlとする。 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下 

本品0.50gを量り，水５mlを加えて加温しながら溶かし，塩酸５mlを加えて水浴

上で蒸発乾固した後，水５mlを加えて溶かし，検液とする。装置Ｂを用いる。 

乾燥減量 0.50％以下（105℃，２時間） 



定 量 法 本品を乾燥し，その約0.1gを精密に量り，200mlの共栓フラスコに入れ，水

50ml，ヨウ化カリウム1.5g及び硫酸（１→５）10mlを加え，直ちに密栓し，暗所に

５分間放置した後，遊離したヨウ素を0.1mol/ｌLチオ硫酸ナトリウム溶液で滴定す

る（指示薬 デンプン試液）。別に空試験を行い補正する。 

0.1mol/ｌLチオ硫酸ナトリウム溶液１ml＝2.7833 2.783mg ＫＢｒＯ３ 

 

 

ＤＬ-酒 石 酸 

ＤＬ-Tartaric Acid 

dl-酒石酸 

 

Ｃ４Ｈ６Ｏ６                            分子量 150.09 

(R＊,R＊)-2,3-Ddihydroxybutanedioic acid  〔 [133-37-9]〕  

含  量 本品を乾燥したものは，ＤＬ-酒石酸（Ｃ４Ｈ６Ｏ６）99.5％以上を含む。 

性  状 本品は，無色の結晶又は白色の結晶性の粉末で，においがなく，酸味がある。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→10）は，旋光性がない。 

(2) 本品の水溶液（１→10）は，酸性である。 

(3) 本品は，酒石酸塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 融点 200～206℃（分解） 

(2) 硫酸塩 SO４として0.048％以下（0.50g，比較液 0.005mol/ｌＬ硫酸0.50ml） 

(3) 重金属 Pbとして10μg/g以下 

本品の強熱残分に塩酸１ml及び硝酸0.2mlを加え，水浴上で蒸発乾固する。残留

物に塩酸（１→４）１ml及び水30mlを加えて溶かし，必要があればろ過する。この

液にフェノールフタレイン試液１滴を加え，液がわずかに紅色を呈するまでアンモ

ニア試液を滴加した後，酢酸（１→20）２ml及び水を加えて50mlとし，検液とする。

比較液は，鉛標準液２mlを正確に量り，酢酸（１→20）２ml及び水を加えて50mlと

する。 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（0.50g，第１法，装置Ｂ） 

(5) 易酸化物 本品1.0gを量り，水25ml及び硫酸（１→20）25mｌを加えて溶かす。

この液を20℃に保ちながら0.02mol/ｌL過マンガン酸カリウム溶液4.0mlを加えると

き，液の紅色は３分以内に消えない。 

乾燥減量 0.50％以下（３時間） 

強熱残分 0.10％以下（2.0g） 

定 量 法 本品を乾燥し，その約1.5gを精密に量り，水を加えて溶かし，て正確に250

mlとし，この液25mlを正確に量り，0.1mol/ｌL水酸化ナトリウム溶液で滴定する（指

示薬フェノールフタレイン試液２～３滴）。 



0.1mol/ｌL水酸化ナトリウム溶液１ml＝7.504mg Ｃ４Ｈ６Ｏ６ 

 

 

Ｌ-酒 石 酸 

Ｌ-Tartaric Acid 

d-酒石酸 

 

Ｃ４Ｈ６Ｏ６                            分子量 150.09 

(2R ,3R)-2,3-Ddihydroxybutanedioic acid  〔 [87-69-4]〕  

含  量 本品を乾燥したものは，Ｌ-酒石酸（Ｃ４Ｈ６Ｏ６）99.5％以上を含む。 

性  状 本品は，無色の結晶又は白色の微細な結晶性の粉末で，においがなく，酸

味がある。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→10）は，右旋性である。 

(2) 「ＤＬ-酒石酸」の確認試験(2)及び(3)を準用する。 

純度試験 (1) 比旋光度 〔α〕20

D ＝＋11.5～＋13.5° 

本品を乾燥し，その約10gを精密に量り，水を加えて溶かし，て正確に50mlとし，

測定する。 

(2) 硫酸塩 SO
４
として0.048％以下 

「ＤＬ-酒石酸」の純度試験(2)を準用する。 

(3) 重金属 Pbとして10μg/g以下 

「ＤＬ-酒石酸」の純度試験(3)を準用する。 

(4) ヒ素 As２ O３として4.0μg/g以下（0.50g，第１法，装置Ｂ） 

(5) シュウ酸塩 本品1.0gを量り，水10mｌを加えて溶かし，塩化カルシウム溶液（２

→25）２mlを加えるとき，濁らない。 

乾燥減量 0.50％以下（３時間） 

強熱残分 0.10％以下（2.0g） 

定 量 法 「ＤＬ-酒石酸」の定量法を準用する。 

0.1mol/ｌL水酸化ナトリウム溶液１ml＝7.504mg Ｃ４Ｈ６Ｏ６ 

 

 



ＤＬ-酒石酸水素カリウム 

Potassium ＤＬ-Bitartrate 

dl-酒石酸水素カリウム 

ＤＬ-重酒石酸カリウム 

 

Ｃ４Ｈ５ＫＯ６                           分子量 188.18 

Mmonopotassium monohydrogen (R＊ ,R＊)-2,3-dihydroxybutanedioate  

含  量  本品を乾燥したものは，ＤＬ-酒石酸水素カリウム（Ｃ４Ｈ５ＫＯ６）99.0～

101.0％を含む。 

性  状 本品は，無色の結晶又は白色の結晶性の粉末で，清涼な酸味がある。 

確認試験 (1) 本品１gにアンモニア試液10mlを加えて溶かした液は，旋光性がない。 

(2) 本品0.5gを徐々に加熱すると，ショ糖を焼くようなにおいを発して炭化する。

この残留物に水５mlを加えてよくかき混ぜた液は，アルカリ性である。この液に塩

酸（１→４）を加えて中和した後，ろ過した液は，カリウム塩の反応を呈する。 

(3) 本品は，酒石酸塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 溶状 無色，ほとんど澄明（0.50g，アンモニア試液3.0ml） 

(2) 硫酸塩 SO
４
として0.019％以下 

本品0.50gを量り，塩酸（１→４）２ml及び水30mlを加え，加熱して溶かし，更

に水を加えて50mｌとし，検液とする。比較液は，0.005mol/ｌL硫酸0.20mlに塩酸（１

→４）２ml及び水を加えて50mlとする。 

(3) アンモニウム塩 本品0.50gを量り，水酸化ナトリウム溶液（１→25）５mlを加

えて加熱するとき，アンモニアのにおいを発しない。 

(4) 重金属 Pbとして20μg/g以下（1.0g，第２法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

(5) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下 

本品0.50gを量り，水10mlを加え，加熱して溶かし，冷後，検液とする。装置Ｂ

を用いる。 

(6) 易酸化物 本品2.0gを量り，水20ml及び硫酸（１→20）30mlを加えて溶かし，

これを20℃に保ち，0.02mol/ｌL過マンガン酸カリウム溶液4.0mlを加えるとき，液

の紅色は３分以内に消えない。 

乾燥減量 0.50％以下（105℃，３時間） 

定 量 法 本品を乾燥し，その約0.4gを精密に量り，熱湯20mｌを加えて溶かし，熱時，

0.1mol/ｌL水酸化ナトリウム溶液で滴定する（指示薬 フェノールフタレイン試液

２～３滴）。 

0.1mol/ｌL水酸化ナトリウム溶液１ml＝18.818 18.82mg Ｃ４Ｈ５ＫＯ６ 

 

 



Ｌ-酒石酸水素カリウム 

Potassium Ｌ-Bitartrate 

d-酒石酸水素カリウム 

Ｌ-重酒石酸カリウム 

 

Ｃ４Ｈ５ＫＯ６                           分子量 188.18 

Mmonopotassium monohydrogen (2R ,3R)-2,3-dihydroxybutanedioate  〔 [868-14-4]〕  

含  量 本品を乾燥したものは，Ｌ-酒石酸水素カリウム（Ｃ４Ｈ５ＫＯ６）99.0～101.0％

を含む。 

性  状 本品は，無色の結晶又は白色の結晶性の粉末で，清涼な酸味がある。 

確認試験 (1) 本品１gにアンモニア試液10mlを加えて溶かした液は，右旋性である。 

(2) 「ＤＬ-酒石酸水素カリウム」の確認試験(2)及び(3)を準用する。 

純度試験 (1) 比旋光度 〔α〕20

D ＝＋32.5～＋35.5° 

本品を乾燥し，その約５gを精密に量り，アンモニア試液10ml及び水を加えて溶

かし，正確に50mlとし，旋光度を測定する。 

(2) 溶状 無色，ほとんど澄明 

「ＤＬ-酒石酸水素カリウム」の純度試験(1)を準用する。 

(3) 硫酸塩 SO
４
として0.019％以下 

「ＤＬ-酒石酸水素カリウム」の純度試験(2)を準用する。 

(4) アンモニウム塩 「ＤＬ-酒石酸水素カリウム」の純度試験(3)を準用する。 

(5) 重金属 Pbとして20μg/g以下 

「ＤＬ-酒石酸水素カリウム」の純度試験(4)を準用する。 

(6) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下 

「ＤＬ-酒石酸水素カリウム」の純度試験(5)を準用する。 

乾燥減量 0.50％以下（105℃，３時間） 

定 量 法 「ＤＬ-酒石酸水素カリウム」の定量法を準用する。 

0.1mol/ｌL水酸化ナトリウム溶液１ml＝18.818 18.82mg Ｃ４Ｈ５ＫＯ６  



ＤＬ-酒石酸ナトリウム 

Disodium ＤＬ-Tartrate 

dl-酒石酸ナトリウム 

 

Ｃ
４
Ｈ

４
Ｎａ

２
Ｏ

６                          分子量 194.05 

Ddisodium (R＊ ,R＊)-2,3-dihydroxybutanedioate  

含  量 本品を乾燥したものは，ＤＬ-酒石酸ナトリウム（Ｃ
４
Ｈ

４
Ｎａ

２
Ｏ

６
）98.5％

以上を含む。 

性  状 本品は，無色の結晶又は白色の結晶性の粉末である。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→10）は，旋光性がない。 

(2) 本品は，ナトリウム塩の反応及び酒石酸塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 溶状 ほとんど澄明（1.0g，水20ml） 

(2) 液性 pH7.0～9.0（1.0g，水20ml） 

(3) 硫酸塩 SO
４
として0.019％以下（1.0g，比較液 0.005mol/ｌL硫酸0.40ml） 

(4) 重金属 Pbとして10μg/g以下（2.0g，第２法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

(5) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（0.50g，第１法，装置Ｂ） 

(6) 易酸化物 本品2.0gを量り，水20ml及び硫酸（１→20）30mlを加えて溶かし，20℃

に保ちながら0.02mol/lL過マンガン酸カリウム溶液4.0mlを加えるとき，液の紅色

は３分以内に消えない。 

乾燥減量 0.50％以下（105℃，４時間） 

定 量 法 本品を乾燥し，その約0.2gを精密に量り，ギ酸３mlを加え，加温して溶か

し，非水滴定用酢酸50mlを加えた後，0.1mol/lL過塩素酸液で滴定する。終点の確認

は，通例，電位差計を用いる。指示薬（クリスタルバイオレット・酢酸試液１ml）

を用いる場合の終点は，液の紫色が青色を経て緑色に変わるときとする。別に空試

験を行い補正する。 

0.1mol/lL過塩素酸液１ml＝9.703mg Ｃ
４
Ｈ

４
Ｎａ

２
Ｏ

６  

 

 



Ｌ-酒石酸ナトリウム 

Disodium Ｌ-Tartrate 

d-酒石酸ナトリウム 

 

Ｃ
４
Ｈ

４
Ｎａ

２
Ｏ

６
・2Ｈ２Ｏ                    分子量 230.08 

Ddisodium (2R ,3R)-2,3-dihydroxybutanedioate dihydrate  [〔 6106-24-7〕 ] 

 

含  量 本品を乾燥したものは，Ｌ-酒石酸ナトリウム（Ｃ
４
Ｈ

４
Ｎａ

２
Ｏ

６
＝194.05）

98.5％以上を含む。 

性  状 本品は，無色の結晶又は白色の結晶性の粉末である。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→10）は，右旋性である。 

(2) 本品は，ナトリウム塩の反応及び酒石酸塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 比旋光度 〔α〕20

D ＝＋25.0～＋27.5°（５g，水，50ml） 

(2) 溶状 ほとんど澄明 

「ＤＬ-酒石酸ナトリウム」の純度試験(1)を準用する。 

(3) 液性 pH7.0～9.0 

「ＤＬ-酒石酸ナトリウム」の純度試験(2)を準用する。 

(4) 硫酸塩 SO４として0.019％以下 

「ＤＬ-酒石酸ナトリウム」の純度試験(3)を準用する。 

(5) 重金属 Pbとして10μg/g  以下 

「ＤＬ-酒石酸ナトリウム」の純度試験(4)を準用する。 

(6) ヒ素 As2O3として4.0μg/g以下 

「ＤＬ-酒石酸ナトリウム」の純度試験(5)を準用する。 

(7) シュウ酸塩 本品1.0gを量り，水10mlを加えて溶かし，塩化カルシウム溶液   

 （２→25）２mlを加えるとき，濁らない。 

乾燥減量 14.0～17.0％（150℃，３時間） 

定 量 法 「ＤＬ-酒石酸ナトリウム」の定量法を準用する。 

0.1mol/lL過塩素酸液１ml＝9.703mgＣ
４
Ｈ

４
Ｎａ

２
Ｏ

６
 

 

 

硝酸カリウム 

Potassium Nitrate 

 

ＫＮＯ
３
                              分子量 101.10 

Potassium nNitrate  〔 [7757-79-1]〕  

含  量 本品を乾燥したものは，硝酸カリウム（ＫＮＯ
３
）99.0％以上を含む。 



性  状 本品は，無色の柱状結晶又は白色の結晶性の粉末で，においがなく，塩味

及び清涼味がある。 

確認試験 本品は，カリウム塩の反応及び硝酸塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 溶状 無色，澄明（1.0g，水10ml） 

(2) 塩化物 Clとして0.021％以下（0.50g，比較液 0.01mol/ｌL塩酸0.30ml） 

(3) 重金属 Pbとして20μg/g以下（1.0g，第１法，比較液 鉛標準液2.0ml） 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下 

本品0.50gを量り，水３mlを加えて溶かし，硫酸２mlを加え，白煙の発生するま

で加熱し，更に少量の水を加えて溶かした後，白煙の発生するまで加熱する。冷後，

水５mlを加えて溶かし，検液とする。装置Ｂを用いる。 

乾燥減量 1.0％以下（105℃，４時間） 

定 量 法 本品を乾燥し，その約0.4gを精密に量り，500mlの丸底フラスコに入れ，水

約300mlを加えて溶かし，デバルダ合金の粉末３ｇ及び水酸化ナトリウム溶液（２→

５）15mlを加え，直ちに，あらかじめシブキ止めと冷却器を付けて0.05mol/lL硫酸5

0mlを正確に量って入れた受器を接続した蒸留装置に連結し，２時間放置する。その

後，留液留分約250mlを得るまで蒸留し，過量の酸を0.1mol/lL水酸化ナトリウム溶

液で滴定する（指示薬 メチルレッド・メチレンブルー混合試液３滴）。別に空試

験を行う。 

0.05mol/lL硫酸１ml＝10.110 10.11mg ＫＮＯ
３
 

 

 

硝酸ナトリウム 

Sodium Nitrate 

 

ＮａＮＯ
３                             分子量 84.99 

Ssodium nitrate  〔 [7631-99-4]〕  

含  量 本品を乾燥したものは，硝酸ナトリウム（ＮａＮＯ
３
）99.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無色の結晶又は白色の結晶性の粉末で，においがなく，わずかに

塩味がある。 

確認試験 本品は，ナトリウム塩の反応及び硝酸塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 溶状 無色，澄明 

「硝酸カリウム」の純度試験(1)を準用する。 

(2) 塩化物 Clとして0.21％以下（0.10g，比較液 0.01mol/lL塩酸0.60ml） 

(3) 重金属 Pbとして20μg/g以下 

「硝酸カリウム」の純度試験(3)を準用する。 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下 



「硝酸カリウム」の純度試験(4)を準用する。 

乾燥減量 1.0％以下（105℃，４時間） 

定 量 法 「硝酸カリウム」の定量法を準用する。 

0.05mol/lL硫酸１ml＝8.499mg ＮａＮＯ
３ 

 

 

植物タンニン 

Vegetable Tannin 

 

定  義 本品は，タンニン(抽出物)のうち五倍子，タラ末又は没食子から得られた，

タンニン及びタンニン酸を主成分とするものである。 

含  量 本品を乾燥したものは，タンニン酸として96％以上を含む。 

性  状 本品は，黄白～淡褐色の粉末で，わずかに特異なにおいがあり，味が極め

て渋い。 

確認試験 (1) 本品の水溶液(１→20)５mlに塩化第二鉄塩化鉄(Ⅲ)溶液(１→10)２滴

を加えるとき，液は，青みを帯びた黒色帯青黒色を呈し，放置するとき，沈殿を生

じる。 

(2) 本品の水溶液(1→20)５mlずつにそれぞれアルブミン試液１滴，ゼラチン試液１

滴又はデンプン試液１mlを加えるとき，それぞれ沈殿を生じる。 

(3) 本品１gを水100mlに溶かし，塩酸（１→２）５mlを加えて80～90℃で２時間加熱

した後，検液とする。別に没食子酸0.1gを水100mlに溶かし，対照液とする。検液及

び対照液をそれぞれ５μlずつを量り，トルエン／ギ酸エチル／トルエン／ギ酸混液

(4：5５：４：１)を展開溶媒として薄層クロマトグラフィーを行うい，展開溶媒の

先端が原線より約10cmの高さに上昇したとき展開をやめ，風乾した後，紫外線（波

長254nm付近）で観察するとき，Rｆ値が0.35付近にスポットを認め，紫外線下で青

紫色の蛍光を発する。ただし，薄層板には，担体として薄層クロマトグラフィー用

シリカゲル（蛍光剤入り）を110℃で１時間乾燥したものを使用する。展開溶媒の先

端が原線より約10cmの高さに上昇したとき展開をやめ，風乾した後，紫外線（波長2

54nm付近）で観察する。 

(4) 本品0.050ｇを水３mlに溶かし，水酸化カルシウム試液１mlを加えよく振り混ぜ

るとき，液は，黄色又は赤色を呈さない。 

純度試験 (1) 重金属 Pbとして40μg/g以下(0.50g，第２法，比較液 鉛標準液2.0ml) 

(2) 鉛 Pbとして10μg/g以下（1.0g，第１法） 

(3) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（0.50g，第２法，装置Ｂ） 

(4) ガム質又はデキストリン 

本品3.0gを熱湯15mlに溶かすとき，液は混濁してもわずかである。この液を冷却



してろ過し，ろ液５mlにエタノール５mlを加えるとき，液は混濁しない。 

(5) 樹脂状物質 

(4)のろ液５mlに水10mlを加えるとき，液は混濁しない。 

乾燥減量 7.0％以下(105℃，２時間) 

強熱残分 1.0％以下 

定 量 法 本品0.100g及び没食子酸をそれぞれ0.001gずつを正確に量り，水／メタノ

ール混液（４：１）を加えてそれぞれ正確に100mlとし，検液及び比較液とする。検

液及び比較液をそれぞれ10μlを量り，次の操作条件で液体クロマトグラフィーを行

う。没食子酸のピークが保持時間検液注入後2.2～2.5分に現れることを確認する。

し，検液注入後，0～30分の間に現れるすべての成分のピーク面積の総和を100とし，

10～25分に現れるすべてのピークをタンニン酸のピークとしてその面積百分率を求

め，含量とする。検液のそれぞれのピーク面積を自動積分法により測定し，面積百

分率法により含量を求める。 

操作条件 

検出器 紫外部吸収検出器紫外吸光光度計（測定波長 280nm） 

カラム充てん剤 ７μmの化学結合型オクタデシルシラン液体クロマトグラフィ

ー用オクタデシルシリル化シリカゲル 

カラム管 内径４mm，長さ25cmのステンレス管 

カラム温度 室温 

移動相 Ａ 0.1w/v％リン酸溶液  Ｂ 0.1w/v％リン酸含有メタノール 

濃度勾配 Ａ：Ｂ（80：20）から（０：100）までの直線濃度勾配を30分間行う。 

流速流量 1.0ml/分 

 

 

食用赤色２号 

Food Red No.2 

アマランス 

 

Ｃ
２０

Ｈ
１１

Ｎ
２
Ｎａ

３
Ｏ

１０
Ｓ

３                    分子量 604.48 

trisodium salt of 3-hydroxy-4-(4-sulfonaphthylazo)-2,7-naphthalenedisulfonic

 acid  

Trisodium 3-hydroxy-4-[(4-sulfonatonaphthalene-1-yl)diazenyl]naphthalene-2,7-disulfonate  〔[915-67-3]〕 

定  義 本品は，4-アミノ-1-ナフタレンスルホン酸をジアゾ化し，3-ヒドロキシ-2,

7-ナフタレンジスルホン酸とカップリングさせた後，塩析し，精製して得られたも

のであり，3-ヒドロキシ-4-[(スルホナトナフタレン-1-イル)ジアゼニル］ナフタレ

ン-2,7-ジスルホン酸三ナトリウム3-ヒドロキシ-4-(4-スルホナフチルアゾ)-2,７ -



ナフタレンジスルホン酸＝三ナトリウム塩（Ｃ
２０

Ｈ
１１

Ｎ
２
Ｎａ

３
Ｏ

１０
Ｓ

３
）を主成分

とする。 

含  量 本品は，3-ヒドロキシ-4-[(スルホナトナフタレン-1-イル)ジアゼニル］ナ

フタレン-2,7-ジスルホン酸三ナトリウム3-ヒドロキシ-4-(4-スルホナフチルアゾ)

-2,７-ナフタレンジスルホン酸＝三ナトリウム塩（Ｃ
２０

Ｈ
１１

Ｎ
２
Ｎａ

３
Ｏ

１０
Ｓ

３
）と

して85.0％以上を含む。 

性  状 本品は，赤褐～暗赤褐色の粉末又は粒で，においがない。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→1,000）は，帯紫赤色を呈する。 

(2) 本品の硫酸溶液（１→100）は，紫色を呈し，この液２～３滴を水５mlに加える

とき，液は，帯紫赤色を呈する。 

(3) 本品0.1gに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）100mlを加えて溶かし，この液

１mlに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて100mlとした液は，波長518～522

nmに極大吸収部がある。 

純度試験 (1) 水不溶物 0.20％以下（タール色素試験法）  

(2) 塩化物及び硫酸塩 総量として5.0％以下（タール色素試験法）  

(3) 重金属 Pbとして20μg/g以下（タール色素試験法，重金属(５)） 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（タール色素試験法） 

(5) 他の色素 （タール色素試験法，他の色素(１)）  

(6) 未反応原料及び反応中間体 4-アミノ-1-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム，

7-ヒドロキシ-1,3-ナフタレンジスルホン酸二ナトリウム，3-ヒドロキシ-2,7-ナフ

タレンジスルホン酸二ナトリウム，6-ヒドロキシ-2-ナフタレンスルホン酸一ナト

リウム，及び7-ヒドロキシ-1,3,6-ナフタレントリスルホン酸三ナトリウム 総量

として0.5％以下 

本品100.0mg約0.1gを精密に量り，酢酸アンモニウム溶液（1.54→1,000）を加え

て溶かして正確に100mlとし，検液とする。別に減圧デシケーター中で24時間乾燥

した4-アミノ-1-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム，7-ヒドロキシ-1,3-ナフタレ

ンジスルホン酸二ナトリウム，3-ヒドロキシ-2,7-ナフタレンジスルホン酸二ナト

リウム，6-ヒドロキシ-2-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム及び7-ヒドロキシ-1,

3,6-ナフタレントリスルホン酸三ナトリウムをそれぞれ10.0mg0.0100gずつを量り，

酢酸アンモニウム溶液（1.54→1,000）を加えて溶かし，それぞれ正確に100mlとし，

標準原液とする。以下タール色素試験法（未反応原料及び反応中間体）により，検

液の4-アミノ-1-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム，7-ヒドロキシ-1,3-ナフタレ

ンジスルホン酸二ナトリウム，3-ヒドロキシ-2,7-ナフタレンジスルホン酸二ナト

リウム，6-ヒドロキシ-2-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム及び7-ヒドロキシ-1,

3,6-ナフタレントリスルホン酸三ナトリウムの量を求め，その合計値を求める。 

操作条件 



測定波長 238nm 

移動相 Ａ 酢酸アンモニウム溶液（1.54→1,000）, Ｂ アセトニトリル 

濃度勾配 Ａ液を100％で５分間保持した後，Ａ：Ｂ(100：0)から(70：30)まで

の直線濃度勾配を50分間行う。 

(7) 非スルホン化芳香族第一級アミン アニリンとして0.01％以下 α-ナフチル

アミンとして1.0μg/g以下（タール色素試験法） 

乾燥減量 10.0％以下（135℃, ６時間） 

定 量 法 本品約1.7gを精密に量り，水を加えて溶かし，正確に250mlとし，この液50ml

を正確に量り，検液とし，タール色素試験法中の定量法の三塩化チタン法(i)により

定量する。 

0.1mol/lL三塩化チタン溶液１ml＝15.112 15.11mg Ｃ
２０

Ｈ
１１

Ｎ
２
Ｎａ

３
Ｏ

１０
Ｓ

３

  

 

食用赤色２号アルミニウムレーキ 

Food Red No.2 Aluminium Lake 

アマランスアルミニウムレーキ 

 

定  義  本品は，アルミニウム塩の水溶液にアルカリを作用させ，これに食用赤色 

 ２号を吸着させ，ろ過，乾燥，粉砕して得られたものである。 

含  量 本品は，3-ヒドロキシ-4-[(スルホナトナフタレン-1-イル)ジアゼニル］ナ

フタレン-2,7-ジスルホン酸三ナトリウム3-ヒドロキシ-4-(4-スルホナフチルアゾ)

-2,7-ナフタレンジスル  ホン酸＝三ナトリウム塩（Ｃ
２０

Ｈ
１１

Ｎ
２
Ｎａ

３
Ｏ

１０
Ｓ

３＝60

4.48）として10.0％以上を含む。 

性  状 本品は，帯紫赤色の微細な粉末で, においがない。 

確認試験 (1) 本品0.1ｇに硫酸５mlを加え，水浴中で時々振り混ぜながら約５分間加

熱するとき，液は，紫色を呈する。冷後，上澄液２～３滴を水５mｌに加えるとき，

液は，帯紫赤色を呈する。 

(2) 本品0.1gに硫酸（１→20）５mlを加え，よくかき混ぜた後，酢酸アンモニウム溶

液（３→2,000）を加えて100mlとする。液が澄明でないときは遠心分離する。次に，

測定する吸光度が0.2～0.7の範囲になるように，この液１～10mlを量り，酢酸アン

モニウム溶液（３→2,000）を加えて100mlとした液は，波長518～522nmに極大吸収

部がある。 

(3) 本品0.1gに塩酸（１→４）10mlを加え，水浴中で加熱して大部分を溶かし，活性

炭0.5ｇを加え，よく振り混ぜた後，ろ過する。無色のろ液に水酸化ナトリウム溶液

（１→10）を加えて中和した液は，アルミニウム塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 塩酸及びアンモニア不溶物  0.5％以下（タール色素レーキ試験法） 



(2) 重金属 Pbとして20μg/g以下（タール色素レーキ試験法, 重金属(3)） 

(3) バリウム Baとして500μg/g以下（タール色素レーキ試験法） 

(4) ヒ素 As2O3として4.0μg/g以下（タール色素レーキ試験法） 

(5) 他の色素レーキ （タール色素レーキ試験法，他の色素レーキ(1)）  

乾燥減量 30.0％以下（135℃, ６時間） 

定 量 法 0.1mol/lL三塩化チタン溶液の消費量が約20mlとなるように本品を精密に

量り，タール色素レーキ試験法中の定量法(1)により定量する。 

0.1mol/lL三塩化チタン溶液１ml＝15.112 15.11mg Ｃ
２０

Ｈ
１１

Ｎ
２
Ｎａ

３
Ｏ

１０
Ｓ

３
 

 

 

食用赤色３号 

Food Red No.3 

エリスロシン 

 

Ｃ
２０

Ｈ
６
Ｉ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
･Ｈ

２
Ｏ                 分子量 897.88897.87 

disodium salt of 3',6'-dihydroxy-2',4',5',7'-tetraiodospiro［isobenzofuran-1

(3H),9'-［9H］xanthene］-3-one, monohydrate 

Disodium 2-(2,4,5,7-tetraiodo-6-oxido-3-oxo-3H-xanthen-9-yl)benzoate monohydrate  

[16423-68-0，無水物 ] 

定  義 本品は，2-(2,4,5,7-テトラヨード-6-オキシド-3-オキソ-3H-キサンテン-9

-イル安息香酸二ナトリウム１水和物3',6'-ジヒドロキシ-2',4',5',7'-テトラヨー

ドスピロ［イソベンゾフラン-1(3Ｈ)，9'-［9Ｈ］キサンテン］-3-オン＝二ナトリ

ウム塩＝一水和物（Ｃ
２０

Ｈ
６
Ｉ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
･Ｈ

２
Ｏ）を主成分とする。 

含  量 本品は，2-(2,4,5,7-テトラヨード-6-オキシド-3-オキソ-3H-キサンテン-9

-イル安息香酸二ナトリウム１水和物3',6'-ジヒドロキシ-2',4',5',7'-テトラヨー

ドスピロ［イソベンゾフラン-1(3Ｈ),9'-［9Ｈ］キサンテン］-3-オン＝二ナトリウ

ム塩＝一水和物（Ｃ
２０

Ｈ
６
Ｉ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
･Ｈ

２
Ｏ）として85.0％以上を含む。 

性  状 本品は,赤～褐色の粉末又は粒で,においがない。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→1,000）は,帯青赤色を呈する。 

(2) 本品の水溶液（１→1,000）５mlに塩酸１mlを加えるとき, 赤色の沈殿を生じる。 

(3) 本品の硫酸溶液（１→100）は，褐黄色を呈し，この液２～３滴を水５mlに加え

るとき，だいだい赤色の沈殿を生じる。  

(4) 本品0.1gに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）500mlを加えて溶かし, この液３ml

に酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて200mlとした液は, 波長524～528nmに極

大吸収部がある。 

純度試験 (1) 水不溶物  0.20％以下（タール色素試験法） 



(2) 液性 pH6.5～10.0（1.0g，水100ml） 

本品1.0ｇを量り，水100mlを加えて溶かした液について測定する。 

(3) 塩化物及び硫酸塩 総量として2.0％以下（タール色素試験法） 

(4) ヨウ化物 0.4％以下（タール色素試験法） 

(5) 重金属 Znとして200μg/g以下（タール色素試験法, 重金属(1)） 

Pbとして 20μg/g以下（タール色素試験法, 重金属(5)） 

(6) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（タール色素試験法） 

(7) 他の色素 （タール色素試験法，他の色素(2)）  

乾燥減量 12.0％以下（135℃, ６時間） 

定 量 法 本品約１gを精密に量り，水を加えて溶かし，正確に100mlとし，この液50

mlを正確に量り，検液とし，タール色素試験法中の定量法の重量質量法により定量

する。 

 

食用赤色３号（Ｃ
２０

Ｈ
６
Ｉ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
･Ｈ

２
Ｏ）の含量 

沈殿の重量質量（g）×2.148 

＝                ×100 (％) 

試料の採取量（g） 

 

 

食用赤色３号アルミニウムレーキ 

Food Red No.3 Aluminium Lake 

エリスロシンアルミニウムレーキ 

 

定  義 本品は，アルミニウム塩の水溶液にアルカリを作用させ，これに食用赤色

３号を吸着させ，ろ過，乾燥，粉砕して得られたものである。 

含  量 本品は，2-(2,4,5,7-テトラヨード-6-オキシド-3-オキソ-3H-キサンテン-9

-イル安息香酸二ナトリウム１水和物3',6'-ジヒドロキシ-2',4',5',7'-テトラヨー

ドスピロ［イソベンゾフラン-1(3Ｈ), 9'-［9Ｈ］キサンテン］-3-オン＝二ナトリウム塩

＝一水和物（Ｃ
２０

Ｈ
６
Ｉ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
･Ｈ

２
Ｏ＝897.87）として10.0％以上を含む。 

性  状 本品は，赤色の微細な粉末で,においがない。 

確認試験 (1) 本品0.1gに硫酸5 mlを加え，水浴中で時々振り混ぜながら約５分間加

熱するとき，液は，淡褐だいだい色を呈する。冷後，上澄液２～３滴を水５mlに加

えるとき，液は，だいだい赤色の沈殿が生じる。 

(2) 本品0.1gに水酸化ナトリウム溶液（1→10）５mlを加え，水浴上で加熱して溶か

し，酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて100mlとする。液が澄明でないと

きは遠心分離する。次に，測定する吸光度が0.2～0.7の範囲になるように，この液0.5



～５mlを量り，酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて100mlとした液は，波

長524～528nmに極大吸収部がある。 

(3) 本品0.1gに塩酸（１→４）10mlを加え，水浴中で加熱して大部分を溶かし, 活

性炭0.5gを加え，よく振り混ぜた後，ろ過する。無色のろ液に水酸化ナトリウム溶

液（１→10）を加えて中和した液は，アルミニウム塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 塩酸及びアンモニア不溶物  0.5％以下（タール色素レーキ試験法） 

(2) ヨウ化物 0.2％以下（タール色素レーキ試験法） 

(3) 重金属 Znとして50μg/g以下（タール色素レーキ試験法, 重金属(1)） 

Pbとして20μg/g以下（タール色素レーキ試験法, 重金属(3)） 

(4) バリウム Baとして500μg/g以下（タール色素レーキ試験法） 

(5) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（タール色素レーキ試験法） 

(6) 他の色素レーキ （タール色素レーキ試験法，他の色素レーキ(2)） 

乾燥減量 30.0％以下（135℃, ６時間） 

定 量 法 本品約0.1gを精密に量り，100mlのビーカーに入れ，水酸化ナトリム溶液(1

→250）50mlを加えて溶かし，500mlのメスフラスコに移す。次に酢酸アンモニウム

溶液（３→2,000）でビーカーを洗い，洗液をメスフラスコに合わせ，酢酸アンモニ

ウム溶液（３→2,000）を加えて正確に500mlとし，試料液とする。次に，測定する

吸光度が0.2～0.7の範囲になるように試料液10～20mlの一定量を正確に量り，酢酸

アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて正確に200mlとし，検液とする。検液の波

長526nmにおける吸光度Ａを測定し，次式により含量を求める。 

 

食用赤色３号（Ｃ
２０

Ｈ
６
Ｉ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
･Ｈ

２
Ｏ）の含量 

Ａ×1000.1 

＝                                 ×100（％） 

0.111×Ｓ×試料の摂取量（mgg） 

 

     ただし，Ｓ：検液の調製に用いた試料液のml数 

 

 



食用赤色40号 

Food Red No.40 

アルラレッドＡＣ 

 

Ｃ
１８

Ｈ
１４

Ｎ
２
Ｎａ

２
Ｏ

８
Ｓ

２                  分子量 496.43496.42 

disodium salt of 

6-hydroxy-5-(2-methoxy-5-methyl-4-sulfophenylazo)-2-naphthalenesulfonic acid 

Disodium 

6-hydroxy-5-[(2-methoxy-5-methyl-4-sulfonatophenyl)diazenyl]naphthalene-2-sulfonate  

〔 [25956-17-6]〕  

定  義 本品は，4-アミノ-5-メトキシ-2-メチルベンゼンスルホン酸をジアゾ化し，

6-ヒドロキシ-2-ナフタレンスルホン酸とカップリングさせた後，塩析し，精製して

得られたものであり，6-ヒドロキシ-5-[(2-メトキシ-5-メチル-4-スルホナトフェニ

ル)ジアゼニル]ナフタレン-2-スルホン酸二ナトリウム6-ヒドロキシ-5-(2-メトキ

シ-5-メチル-4-スルホフェニルアゾ)-2-ナフタレンスルホン酸＝二ナトリウム塩 

(Ｃ
１８

Ｈ
１４

Ｎ
２
Ｎａ

２
Ｏ

８
Ｓ

２
) を主成分とする。 

含  量 本品は，6-ヒドロキシ-5-[(2-メトキシ-5-メチル-4-スルホナトフェニル)

ジアゼニル]ナフタレン-2-スルホン酸二ナトリウム6-ヒドロキシ-5-(2-メトキシ-5

-メチル-4-スルホフェニルアゾ)-2-ナフタレンスルホン酸＝二ナトリウム塩(Ｃ
１８

Ｈ
１４

Ｎ
２
Ｎａ

２
Ｏ

８
Ｓ

２
)として85.0％以上を含む。 

性  状 本品は,暗赤色の粉末又は粒で,においがない。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→1,000）は, 赤色を呈する。 

(2) 本品の硫酸溶液（１→100）は，暗赤紫色を呈し, この液２～３滴を水５mlに加

えるとき，液は，赤色を呈する。 

(3) 本品0.1gに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）100mlを加えて溶かし,この液１mlに

酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて100mlとした液は,波長497～501nmに極大

吸収部がある。 

純度試験 (1) 水不溶物 0.20％以下（タール色素試験法） 

(2) 塩化物及び硫酸塩  総量として5.0％以下（タール色素試験法） 

(3) 重金属 Pbとして20μg/g以下（タール色素試験法, 重金属(5)） 

(4) 鉛 Pbとして10μg/g以下 

(3)の試料液10mlを量り，検液とする。比較液は，鉛標準液1.0mlに塩酸（１→

４）を加えて20mlとする。検液及び比較液につき，鉛試験法第１法で試験を行う。 

(5) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（タール色素試験法） 

(6) 低スルホン化副成色素 1.0％以下 

本品10.0mg約0.1gを精密に量り，酢酸アンモニウム溶液（7.7→1,000）を加えて



溶かして正確に100mlとし，検液とする。別に減圧デシケーター中で24時間乾燥し

たクレシジンスルホン酸アゾβ-ナフトール色素及びクレシジンアゾシェファー塩

色素10.0mgをそれぞれ0.0100gずつを量り，酢酸アンモニウム溶液（7.7→1,000）

を加えて溶かし,それぞれ正確に100mlとし，標準原液とする。以下タール色素試験

法（副成色素）により，検液のクレシジンスルホン酸アゾβ-ナフトール色素及び

クレシジンアゾシェファー塩色素の量を求め，その合計値を求める。 

操作条件 

測定波長 515nm 

移動相 Ａ 酢酸アンモニウム溶液（7.7 → 1,000）, Ｂ メタノール 

濃度勾配 Ａ：Ｂ（100：0）から（0：100）までの直線濃度勾配を50分間行う。 

(7) 高スルホン化副成色素 1.0％以下 

(6)の検液20μlを量り，検液とする。別に減圧デシケーター中で24時間乾燥し

たクレシジンスルホン酸アゾＧ塩色素及びクレシジンスルホン酸アゾＲ塩色素を

それぞれ10.0mg0.0100gずつを量り，酢酸アンモニウム溶液（7.7→1,000）を加え

て溶かし，それぞれ正確に100mlとし，標準原液とする。以下タール色素試験法（副

成色素）により，(6)の操作条件で液体クロマトグラフィーを行い，検液のクレシ

ジンスルホン酸アゾＧ塩色素及びクレシジンスルホン酸アゾＲ塩色素の量を求め，

その合計値を求める。 

(8) 6-ヒドロキシ-2-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム 0.3％以下 

(6)の検液20μlを量り，検液とする。別に減圧デシケーター中で24時間乾燥した

6-ヒドロキシ-2-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム10.0mg0.0100gを量り，酢酸ア

ンモニウム溶液（7.7→1,000）を加えて溶かし，正確に100mlとし，標準原液とす

る。以下タール色素試験法（未反応原料及び反応中間体）により，検液の6-ヒドロ

キシ-2-ナフタレンスルホン酸一ナトリウムの量を求める。 

操作条件 

検出器 紫外部吸収検出器（測定波長 290nm） 

移動相 Ａ 酢酸アンモニウム溶液（7.7→1,000）, Ｂ メタノール 

濃度勾配 Ａ：Ｂ（100：0）から（0：100）までの直線濃度勾配を50分間行う。 

(9) 4-アミノ-5-メトキシ-2-メチルベンゼンスルホン酸 0.2％以下 

(6)の検液20μlを量り，検液とする。別に減圧デシケーター中で24時間乾燥した

4-アミノ-5-メトキシ-2-メチルベンゼンスルホン酸10.0mg0.0100gを量り，酢酸ア

ンモニウム溶液（7.7→1,000）を加えて溶かし，正確に100mlとし，標準原液とす

る。以下タール色素試験法（未反応原料及び反応中間体）により，（8）の操作条

件で液体クロマトグラフィーを行い，検液の4-アミノ-5-メトキシ-2-メチルベンゼ

ンスルホン酸の量を求める。 

(10) 6,6'-オキシビス(2-ナフタレンスルホン酸)二ナトリウム 1.0％以下 



(6)の検液20μlを量り，検液とする。別に減圧デシケーター中で24時間乾燥し

た6,6'-オキシビス(2-ナフタレンスルホン酸)二ナトリウム10.0mg0.0100gを量り，

酢酸アンモニウム溶液（7.7→1,000）を加えて溶かし，正確に100mlとし，標準原

液とする。以下タール色素試験法（未反応原料及び反応中間体）により，(8)の操

作条件で液体クロマトグラフィーを行い，検液の6,6'-オキシビス(2-ナフタレン

スルホン酸)二ナトリウムの量を求める。 

(11) 非スルホン化芳香族第一級アミン アニリンとして0.01％以下, p-クレシジ

ンとして10μg/g以下（タール色素試験法） 

乾燥減量 10.0％以下（135℃, ６時間） 

定 量 法 本品約1.5ｇを精密に量り，水を加えて溶かして正確に250mlとし，この液50ml

を正確に量り，検液とし，タール色素試験法中の定量法の三塩化チタン法(i)により

定量する。 

0.1mol/lＬ三塩化チタン溶液１ml＝12.41112.41mg Ｃ
１８

Ｈ
１４

Ｎ
２
Ｎａ

２
Ｏ

８
Ｓ

２
 

 

 

食用赤色40号アルミニウムレーキ 

Food Red No.40 Aluminium Lake 

アルラレッドACアルミニウムレーキ 

 

定  義 本品は，アルミニウム塩の水溶液にアルカリを作用させ，これに食用赤色40

号を吸着させ，ろ過，乾燥，粉砕して得られたものである。 

含  量 本品は，6-ヒドロキシ-5-[(2-メトキシ-5-メチル-4-スルホナトフェニル)

ジアゼニル]ナフタレン-2-スルホン酸二ナトリウム6-ヒドロキシ-5-(2-メトキシ-5

-メチル-4-スルホフェニルアゾ)-2-ナフタレンスルホン酸＝二ナトリウム塩（Ｃ
１８

Ｈ
１４

Ｎ
２
Ｎａ

２
Ｏ

８
Ｓ

２＝496.42）として10.0％以上を含む。 

性  状 本品は，だいだい赤色の微細な粉末で, においがない。 

確認試験 (1) 本品0.1gに硫酸５mlを加え，水浴中で時々振り混ぜながら約５分間加

熱するとき，液は，暗紫赤色を呈する。冷後，上澄液２～３滴を水５mlに加えると

き，液は，赤色を呈する。 

(2) 本品0.1gを量り，アンモニア水（4→100）60mlを加え，沸騰するまで加熱し，

約40mlとした後，放冷して遠心分離する。その上澄液を採とり，残留物に水10ml

を加えてよく混和し，再度遠心分離する。両上澄液にを合わせ，酢酸アンモニウム

溶液（7.7→1,000）を加えてそれぞれ100mlとする。次に，測定する吸光度が0.2

～0.7の範囲になるように，この液１～10mlを量り，酢酸アンモニウム溶液（7.7→1,

000）を加えて100mlとした液は，波長497～501nmに極大吸収部がある。 

(3) 本品0.1gに塩酸（１→４）10mlを加え，水浴中で加熱して大部分を溶かし,活性



炭0.5gを加え，よく振り混ぜた後，ろ過する。無色のろ液に水酸化ナトリウム溶液

（１→10）を加えて中和した液は，アルミニウム塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 塩酸及びアンモニア不溶物 0.5％以下（タール色素レーキ試験法） 

(2) 重金属 Pbとして20μg/g以下（タール色素レーキ試験法, 重金属(3)） 

(3) 鉛 Pbとして10μg/g以下 

(2)の試料液10mlを量り，検液とする。比較液は，鉛標準液1.0mlに塩酸（１→４）

を加えて20mlとする。検液及び比較液につき，鉛試験法第１法により試験を行う。 

(4) バリウム Baとして500μg/g以下（タール色素レーキ試験法） 

(5) ヒ素 As2O3として4.0μg/g以下（タール色素レーキ試験法） 

(6) 低スルホン化副成色素 1.0％以下（含量85.0％として） 

本品0.10gを量り，アンモニア水（４→100）60mlを加え，沸騰するまで加熱し，

約40mlとした後，放冷して遠心分離する。その上澄液を採とり，残留物にメタノ

ール10mlを加えて，よく混和し，再度遠心分離する。両上澄液にを合わせ，酢酸

アンモニウム溶液(7.7→1,000)を加えてそれぞれ正確に100mlとし，これを検液とす

る。以下「食用赤色40号」の純度試験(6)を準用する。 

(7) 高スルホン化副成色素 1.0％以下（含量85.0％として） 

(6)の検液20μlを量り，検液とする。以下「食用赤色40号」の純度試験(7)を準用する。 

(8) 6-ヒドロキシ-2-ナフタレンスルホン酸＝一ナトリウム塩 0.3％以下（含量85.0％

として）  

(6)の検液20μlを量り，検液とする。以下「食用赤色40号」の純度試験(8)を準用する。 

(9) 4-アミノ-5-メトキシ-2-メチルベンゼンスルホン酸 0.2％以下（含量85.0％と

して） 

(6)の検液20μlを量り，検液とする。以下「食用赤色40号」の純度試験(9)を準用する。 

(10) 6,6'-オキシビス(2-ナフタレンスルホン酸)＝二ナトリウム塩 1.0％以下

(含量85.0％として) 

(6)の検液20μlを量り，検液とする。以下「食用赤色40号」の純度試験(10)を準用する。 

(11) 非スルホン化芳香族第一級アミン アニリンとして0.01％以下（含量85.0％

として） 

タール色素として本品0.85gを量り，酢酸エチル70mlを加え，時々振り混ぜなが

ら１時間放置した後，乾いた定量分析用ろ紙（５種Ｃ）を用いてろ過する。ろ紙上

の残留物を酢酸エチル10mlずつで３回洗い，洗液を先のろ液に加える。このろ液を，

塩酸（３→10）10mlで３回抽出し，塩酸抽出液を合わせ，水を加えて正確に50ml

とし，試料液とする。以下「食用赤色40号」の純度試験(11)を準用する。 

乾燥減量 30.0％以下（135℃, ６時間） 

定 量 法 0.1mol/lL三塩化チタン溶液の消費量が約20mlとなるように本品を精密に

量り，タール色素レーキ試験法中の定量法(1)により定量する。 



0.1mol/lL三塩化チタン溶液１ml＝12.411 12.41mg Ｃ
１８

Ｈ
１４

Ｎ
２
Ｎａ

２
Ｏ

８
Ｓ

２
 

 

 

食用赤色102号 

Food Red No.102 

ニューコクシン 

 

Ｃ
２０

Ｈ
１１

Ｎ
２
Ｎａ

３
Ｏ

１０
Ｓ

３
・1 1/2Ｈ２

Ｏ          分子量 631.51631.50 

trisodium salt of 7-hydroxy-8-(4-sulfonaphthylazo)-1,3-naphthalenedisulfonic

acid, sesquihydrate  

Trisodium 7-hydroxy-8-[(4-sulfonatonaphthalene-1-yl)diazenyl]naphthalene-1,3-disulfonate 

sesquihydrate  [2611-82-7，無水物 ] 

 

定  義 本品は，4-アミノ-1-ナフタレンスルホン酸をジアゾ化し，7-ヒドロキシ-1,

3-ナフタレンジスルホン酸とカップリングさせた後，塩析し，精製して得られたも

のである。7-ヒドロキシ-8-[(4-スルホナトナフタレン-1-イル)ジアゼニル]ナフタ

レン-1,3-ジスルホン酸三ナトリウム7-ヒドロキシ-8-(4-スルホナフチルアゾ)-1,3

-ナフタレンジスルホン酸＝三ナトリウム塩＝１1/2水和物（Ｃ
２０

Ｈ
１１

Ｎ
２
Ｎａ

３
Ｏ

１０

Ｓ
３
・１1/2Ｈ

２
Ｏ）を主成分とする。 

含  量 本品は，7-ヒドロキシ-8-[(4-スルホナトナフタレン-1-イル)ジアゼニル]

ナフタレン-1,3-ジスルホン酸三ナトリウム7-ヒドロキシ-8-(4-スルホナフチルア

ゾ)-1,3-ナフタレンジスルホン酸＝三ナトリウム塩＝１1/2水和物（Ｃ
２０

Ｈ
１１

Ｎ
２
Ｎ

ａ
３
Ｏ

１０
Ｓ

３
・１1/2Ｈ２

Ｏ）として85.0％以上を含む。 

性  状 本品は，赤～暗赤色の粉末又は粒で，においがない。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→1,000）は，赤色を呈する。 

(2) 本品の硫酸溶液（１→100）は, 紫赤色を呈し, この液２～３滴を水５mｌに加

えるとき，液は，黄赤色を呈する。 

(3) 本品0.1gに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）100mlを加えて溶かし, この液

１mlに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて100mlとした液は, 波長506～510

nmに極大吸収部がある。 

純度試験 (1) 水不溶物 0.20％以下（タール色素試験法） 

(2) 塩化物及び硫酸塩 総量として8.0％以下（タール色素試験法）  

(3) 重金属 Pbとして20μg/g以下（タール色素試験法, 重金属(5)） 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（タール色素試験法） 

(5) 他の色素 （タール色素試験法，他の色素(1)） 

(6) 未反応原料及び反応中間体 4-アミノ-1-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム,



 7-ヒドロキシ-1,3-ナフタレンジスルホン酸二ナトリウム，3-ヒドロキシ-2,7-ナ

フタレンジスルホン酸二ナトリウム，6-ヒドロキシ-2-ナフタレンスルホン酸一ナ

トリウム，及び 7-ヒドロキシ-1,3,6-ナフタレントリスルホン酸三ナトリウム  

総量として0.5％以下 

本品100mg約0.1gを精密に量り，酢酸アンモニウム溶液（1.54→1,000）を加えて

溶かし正確に100mlとし，検液とする。別に減圧デシケーター中で24時間乾燥した4

-アミノ-1-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム，7-ヒドロキシ-1,3-ナフタレンジ

スルホン酸二ナトリウム，3-ヒドロキシ-2,7-ナフタレンジスルホン酸二ナトリウ

ム，6-ヒドロキシ-2-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム及び7-ヒドロキシ-1,3,6

-ナフタレントリスルホン酸三ナトリウムをそれぞれ10.0mg0.0100gずつを量り，酢

酸アンモニウム溶液（1.54→1,000）を加えて溶かし，それぞれ正確に100mlとし，

標準原液とする。以下タール色素試験法（未反応原料及び反応中間体）により，検

液の4-アミノ-1-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム，7-ヒドロキシ-1,3-ナフタレ

ンジスルホン酸二ナトリウム，3-ヒドロキシ-2,7-ナフタレンジスルホン酸二ナト

リウム，6-ヒドロキシ-2-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム及び7-ヒドロキシ-1,

3,6-ナフタレントリスルホン酸三ナトリウムの量を求め，その合計値を求める。 

測定条件操作条件 

測定波長 238nm 

移動相 Ａ 酢酸アンモニウム溶液（1.54→1,000），Ｂ アセトニトリル 

濃度勾配 Ａ液を100％で5分間保持した後，Ａ：Ｂ（100：0）から（70：30）ま

での直線濃度勾配を50分間行う。 

(7) 非スルホン化芳香族第一級アミン アニリンとして0.01％以下 α-ナフチル

アミンとして1.0μg/g以下（タール色素試験法） 

乾燥減量 10.0％以下（135℃, ６時間） 

定 量 法 本品約1.7gを精密に量り，水を加えて溶かして正確に250mlとし，この液50ml

を正確に量り，検液とし，タール色素試験法中の定量法の三塩化チタン法(Ⅰi)によ

り定量する。 

0.1mol/lL三塩化チタン溶液１ml＝ 15.788 15.79mg Ｃ
２０

Ｈ
１１

Ｎ
２
Ｎａ

３
Ｏ

１０
Ｓ

３
・１1/2Ｈ２

Ｏ 

 

 



食用赤色104号 

Food Red No.104 

フロシキキシン 

 

Ｃ
２０

Ｈ
２
Ｂｒ

４
Ｃｌ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５                分子量 829.64829.63 

disodium salt of 3',6'-dihydroxy-2',4',5',7'-tetrabromo-4,5,6,7-tetrachloros

piro［isobenzofuran-1(3H), 9'-［9H］xanthene］-3-one 

Disodium 

3,4,5,6-tetrachloro-2-(2,4,5,7-tetrabromo-6-oxido-3-oxo-3H-xanthen-9-yl)benzoate  

[18472-87-2] 

定  義 本品は，3,4,5,6-テトラクロロ-2-(2,4,5,7-テトラブロモ-6-オキシド-3-

オキソ-3H-キサンテン-9-イル安息香酸二ナトリウム3',6'- ジヒドロキシ-2',4',5

',7'-テトラブロモ-4,5,6,7-テトラクロロスピロ［イソベンゾフラン-1(3Ｈ), 9'-

［9Ｈ］キサンテン］-3-オン＝二ナトリウム塩（Ｃ
２０

Ｈ
２
Ｂｒ

４
Ｃｌ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
）を

主成分とする。 

含  量 本品は，3,4,5,6-テトラクロロ-2-(2,4,5,7-テトラブロモ-6-オキシド-3-

オキソ-3H-キサンテン-9-イル安息香酸二ナトリウム 3',6'-ジヒドロキシ-2',4',5

',7'-テトラブロモ-4,5,6,7-テトラクロロスピロ［イソベンゾフラン-1(3Ｈ), 9'-

［9Ｈ］キサンテン］-3-オン＝二ナトリウム塩（Ｃ
２０

Ｈ
２
Ｂｒ

４
Ｃｌ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
）と

して85.0％以上を含む。 

性  状 本品は, 赤～暗赤褐色の粉末又は粒で, においがない。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→1,000）は，だいだい赤色を呈し，緑黄色の蛍光を

発する。 

(2) 本品の水溶液（１→1,000）５mlに塩酸１mlを加えるとき，淡赤色の沈殿を生じ，

蛍光は消える。 

(3) 本品の硫酸溶液（１→100）は，帯褐黄色を呈し，蛍光は発せず，この液２～３

滴を水５mlに加えるとき，淡赤色の沈殿を生じ，蛍光は発しない。 

(4) 本品0.1gに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）200mlを加えて溶かし, この液

１mlに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて100mlとした液は, 波長536～540

nmに極大吸収部がある。 

純度試験 (1) 水不溶物 0.20％以下（タール色素試験法）  

(2) 液性 pH 6.5～10.0（1.0g，水100ml） 

本品1.0ｇを量り，水100mlを加えて溶かした液について測定する。 

(3) 塩化物及び硫酸塩 総量として5.0％以下（タール色素試験法） 

(4) 臭化物 1.0％以下（タール色素試験法） 

(5) 重金属 Znとして200μg/g以下（タール色素試験法，重金属(1)） 



Pbとして20μg/g以下（タール色素試験法，重金属(5)） 

(6) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（タール色素試験法） 

(7) 他の色素 （タール色素試験法，他の色素(2)） 

乾燥減量 10.0％以下（135℃, ６時間） 

定 量 法 本品約１gを精密に量り，水を加えて溶かして正確に100mlとし，この液50

mlを正確に量り，検液とし，タール色素試験法中の定量法の重量質量法により定量

する。 

食用赤色104号（Ｃ
２０

Ｈ
２
Ｂｒ

４
Ｃｌ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
）の含量 

沈殿の重量質量（g）×2.112 

＝               ×100 (％) 

試料の採取量（g） 

 

 

食用赤色105号 

Food Red No.105 

ローズベンガル 

 

Ｃ
２０

Ｈ
２
Ｃｌ

４
Ｉ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
                  分子量 1017.64 

disodium salt of 4,5,6,7-tetrachloro-3',6'-dihydroxy-2',4',5',7'-tetraiodo- 

spiro［isobenzofuran-1(3H), 9'-［9H］xanthene］-3-one 

Disodium 3,4,5,6-tetrachloro-2-(2,4,5,7-tetraiodo-6-oxido-3-oxo-3H-xanthen-9-yl)benzoate  

[632-69-9] 

定  義 本品は，3,4,5,6-テトラクロロ-2-(2,4,5,7-テトラヨード-6-オキシド-3-

オキソ-3H-キサンテン-9-イル安息香酸二ナトリウム4,5,6,7-テトラクロロ-3',6'-

ジヒドロキシ-2',4',5',7'-テトラヨードスピロ［イソベンゾフラン-1(3Ｈ), 9'-［9

Ｈ］キサンテン］-3-オン＝二ナトリウム塩（Ｃ
２０

Ｈ
２
Ｃｌ

４
Ｉ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
）を主成分

とする。 

含  量 本品は，3,4,5,6-テトラクロロ-2-(2,4,5,7-テトラヨード-6-オキシド-3-

オキソ-3H-キサンテン-9-イル安息香酸二ナトリウム4,5,6,7-テトラクロロ-3',6'-

ジヒドロキシ-2',4',5',7'-テトラヨードスピロ［イソベンゾフラン-1(3Ｈ),9'-［9

Ｈ］キサンテン］-3-オン＝二ナトリウム塩（Ｃ
２０

Ｈ
２
Ｃｌ

４
Ｉ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
）として85.

0％以上を含む。 

性  状 本品は, 帯紫赤～赤褐色の粉末又は粒で, においがない。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→1,000）は, 帯青赤色を呈する。 

(2) 本品の水溶液（１→1,000）５mｌに塩酸１mlを加えるとき, 帯青赤色の沈殿を

生じる。 



(3) 本品の硫酸溶液（１→100）は，褐黄色を呈し，この液２～３滴を水５mlに加え

るとき，帯青赤色の沈殿を生じる。 

(4) 本品0.1gに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）200mlを加えて溶かし, この液 

１mlに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて100mlとした液は, 波長546～ 

 550nmに極大吸収部がある。 

純度試験 (1) 水不溶物 0.20％以下（タール色素試験法） 

(2) 液性 pH6.5～10.0（1.0g，水100ml） 

本品1.0ｇを量り，水100mlを加えて溶かした液について測定する。 

(3) 塩化物及び硫酸塩  総量として5.0％以下（タール色素試験法） 

(4) ヨウ化物 0.4％以下（タール色素試験法） 

(5) 重金属 Znとして200μg/g以下（タール色素試験法, 重金属(1)） 

Pbとして20μg/g以下（タール色素試験法, 重金属(5)） 

(6) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（タール色素試験法） 

(7) 他の色素 （タール色素試験法，他の色素(2)） 

乾燥減量 10.0％以下（135℃, ６時間） 

定 量 法 本品約１gを精密に量り，水を加えて溶かし，正確に100mlとし，この液50

mlを正確に量り，検液とし，タール色素試験法中の定量法の重量質量法により定量

する。 

 

食用赤色105号（Ｃ
２０

Ｈ
２
Ｃｌ

４
Ｉ

４
Ｎａ

２
Ｏ

５
）の含量 

沈殿の重量質量（g）×2.090 

＝               ×100 (％) 

試料の採取量（g） 

 

 

食用赤色106号 

Food Red No.106 

アシッドレッド 

 

Ｃ
２７

Ｈ
２９

Ｎ
２
ＮａＯ

７
Ｓ

２
                  分子量 580.66580.65 

sodium salt of 3',6'-bis(diethylamino)spiro［3H-2,1-benzoxathiol-1,1-dioxide-

3,9'-［9H］xanthene］-6-sulfonic acid 

Monosodium 6-[3,6-bis(diethylamino)xanthenium-9-yl]benzene-1,3-disulfonate  

[3520-42-1] 

定  義 本品は, 6-[3,6-ビス(ジエチルアミノ)キサンテニウム-9-イル]ベンゼン-

1,3-ジスルホン酸一ナトリウム3',6'-ビス(ジエチルアミノ)スピロ［3Ｈ-2,1-ベン



ゾキサチオール-1,1-ジオキシド-3,9'-［9Ｈ］キサンテン］-6-スルホン酸＝一ナト

リウム塩（Ｃ
２７

Ｈ
２９

Ｎ
２
ＮａＯ

７
Ｓ

２
）を主成分とする。 

含  量 本品は，6-[3,6-ビス(ジエチルアミノ)キサンテニウム-9-イル]ベンゼン-1,

3-ジスルホン酸一ナトリウム3',6'-ビス(ジエチルアミノ)スピロ［3Ｈ-2,1-ベンゾ

キサチオール-1,1-ジオキシド-3,9'-［9Ｈ］キサンテン］-6-スルホン酸＝一ナトリ

ウム塩（Ｃ
２７

Ｈ
２９

Ｎ
２
ＮａＯ

７
Ｓ

２
）とし て85.0％以上を含む。 

性  状 本品は，紫褐色粉末又は粒で, においがない。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→1,000）は, 帯青赤色を呈し，淡黄色の蛍光を発す

る。 

(2) 本品の水溶液（１→1,000）５mlに塩酸１mlを加えるとき，液は，赤色に変わり，

蛍光色は変わらない。 

(3) 本品の硫酸溶液（１→100）は，だいだい黄色を呈し，緑黄色の蛍光を発し，こ

の液２～３滴を水５mlに加えるとき，液は，帯青赤色を呈し，わずかに緑黄色の蛍

光を発する。 

(4) 本品0.1gに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）500mlを加えて溶かし，この液

３mlに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて200mlとした液は, 波長564～568

nmに極大吸収部がある。 

純度試験 (1) 水不溶物 0.20％以下（タール色素試験法） 

(2) 液性 pH6.5～10.0（1.0g，水100ml） 

本品1.0ｇを量り，水100mlを加えて溶かした液について測定する。 

(3) 塩化物及び硫酸塩  総量として5.0％以下（タール色素試験法）  

(4) 重金属 Crとして25μg/g以下（タール色素試験法, 重金属(2)） 

Mnとして50μg/g以下（タール色素試験法, 重金属(4)） 

Pbとして20μg/g以下（タール色素試験法, 重金属(5)） 

ただし，クロムの試験の場合，試料液及び空試験液は，それぞれ10.0mlずつ

を用いる。 

(5) ヒ素 As2O3として4.0μg/g以下（タール色素試験法） 

(6) 他の色素 （タール色素試験法，他の色素(3)） 

乾燥減量 10.0％以下（135℃, ６時間） 

定 量 法 本品約３gを精密に量り，水を加えて溶かして正確に250mlとし，この液50

mlを正確に量り，検液とし，タール色素試験法中の定量法の三塩化チタン法(Ⅳⅳ)

により定量する。 

0.1mol/lL三塩化チタン溶液1ml＝29.033 29.03mg Ｃ
２７

Ｈ
２９

Ｎ
２
ＮａＯ

７
Ｓ

２
    

 

 



食用黄色４号 

Food Yellow No.4 

タートラジン 

 

Ｃ
１６

Ｈ
９
Ｎ

４
Ｎａ

３
Ｏ

９
Ｓ

２                      分子量 534.37 

trisodium salt of 5-hydroxy-1-(4-sulfophenyl)-4-(4-sulfophenylazo)-3-pyrazol

ecarboxylic acid 

Trisodium 5-hydroxy-1-(4-sulfonatophenyl)-4-[(4-sulfonatophenyl)diazenyl]-1H-pyrazole- 

3-carboxylate  〔 [1934-21-0]〕  

定  義 本品は，4-アミノベンゼンスルホン酸をジアゾ化し，5-ヒドロキシ-1-(4-

スルホフェニル)-3-ピラゾールカルボン酸とカップリングさせ，塩析，精製して得

られたものであり，5-ヒドロキシ-1-(4-スルホナトフェニル)-4-[(4-スルホナトフ

ェニル)ジアゼニル]-1H-ピラゾール-3-カルボン酸三ナトリウム5-ヒドロキシ-1-(4

-スルホフェニル)-4-(4-スルホフェニルアゾ)-3-ピラゾールカルボン酸＝三ナトリ

ウム塩（Ｃ
１６

Ｈ
９
Ｎ

４
Ｎａ

３
Ｏ

９
Ｓ

２
）を主成分とする。 

含  量 本品は，5-ヒドロキシ-1-(4-スルホナトフェニル)-4-[(4-スルホナトフェ

ニル)ジアゼニル]-1H-ピラゾール-3-カルボン酸三ナトリウム5-ヒドロキシ-1-(4-

スルホフェニル)-4-(4-スルホフェニルアゾ)-3-ピラゾールカルボン酸＝三ナトリ

ウム塩（Ｃ
１６

Ｈ
９
Ｎ

４
Ｎａ

３
Ｏ

９
Ｓ

２
）として85.0％以上を含む。 

性  状 本品は，だいだい黄～だいだい色の粉末又は粒で，においがない。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→1,000）は，黄色を呈する。 

(2) 本品の硫酸溶液（１→100）は，黄色を呈し，この液２～３滴を水５mlに加える

とき，液は，黄色を呈する。 

(3) 本品0.1gに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）100mlを加えて溶かし，この液

１mlに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて100mlとした液は, 波長426～430

nmに極大吸収部がある。 

純度試験 (1) 水不溶物 0.20％以下（タール色素試験法）  

(2) 塩化物及び硫酸塩 総量として6.0％以下（タール色素試験法）  

(3) 重金属 Pbとして20μg/g以下（タール色素試験法, 重金属(5)） 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（タール色素試験法） 

(5) 他の色素 （タール色素試験法，他の色素(1)） 

(6) 未反応原料及び反応中間体 4-アミノベンゼンスルホン酸，5-ヒドロキシ-1- 

(4-スルホフェニル)-3-ピラゾールカルボン酸，4-ヒドラジノベンゼンスルホン酸

及び4,4'-(ジアゾアミノ)-ジベンゼンスルホン酸二ナトリウム 総量として0.5％以下 

本品約100.0mg約0.1gを精密に量り，酢酸アンモニウム溶液（1.54→1,000）を加

えて溶かし正確に100mlとし，検液とする。別に減圧デシケーター中で24時間乾燥



した4-アミノベンゼンスルホン酸，5-ヒドロキシ-1-(4-スルホフェニル)-3-ピラゾ

ールカルボン酸，4-ヒドラジノベンゼンスルホン酸及び4,4'-(ジアゾアミノ)-ジベ

ンゼンスルホン酸二ナトリウムをそれぞれ10.0mg0.0100gずつを量り，4,4'-(ジア

ゾアミノ)-ジベンゼンスルホン酸二ナトリウムは水酸化ナトリウム溶液（4→1,00

0）を加えて溶かし，他は酢酸アンモニウム溶液（1.54→1,000）を加えて溶かし，

それぞれ正確に100mlとし，標準原液とする。ただし，4-ヒドラジノベンゼンスル

ホン酸の標準原液は用時調製する。以下タール色素試験法（未反応原料及び反応中

間体）により検液の4-アミノベンゼンスルホン酸，5-ヒドロキシ-1-(4-スルホフェ

ニル)-3-ピラゾールカルボン酸，4-ヒドラジノベンゼンスルホン酸及び4,4'-(ジア

ゾアミノ)-ジベンゼンスルホン酸二ナトリウムの量を求め，その合計値を求める。 

測定条件操作条件 

測定波長 4-アミノベンゼンスルホン酸 254nm   

5-ヒドロキシ-1-(4-スルホフェニル)-3-ピラゾールカルボン酸 254nm 

4-ヒドラジノベンゼンスルホン酸 254nm 

4,4'-(ジアゾアミノ)-ジベンゼンスルホン酸＝二ナトリウム塩 358nm 

移動相 Ａ 酢酸アンモニウム溶液（1.54→1,000），Ｂ アセトニトリル 

濃度勾配 Ａ液を100％で５分間保持した後，A：B(100：0)から(70：30)までの

直線濃度勾配を50分間行う。 

(7) 非スルホン化芳香族第一級アミン アニリンとして0.01％以下（タール色素試

験法） 

乾燥減量 10.0％以下（135℃, ６時間） 

定 量 法 本品約1.5gを精密に量り，水を加えて溶かして正確に250mlとし，この液50ml

を正確に量り，検液とし，タール色素試験法中の定量法の三塩化チタン法(Ⅲⅲ)に

より定量する。 

0.1mol/lL三塩化チタン溶液１ml＝13.359 13.36mg Ｃ
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食用黄色４号アルミニウムレーキ 

Food Yellow No.4 Aluminium Lake 

タートラジンアルミニウムレーキ 

 

定  義 本品は，アルミニウム塩の水溶液にアルカリを作用させ，これに食用黄色 

４号を吸着させ，ろ過，乾燥，粉砕して得られたものである。 

含  量 本品は，5-ヒドロキシ-1-(4-スルホナトフェニル)-4-[(4-スルホナトフェ

ニル)ジアゼニル]-1H-ピラゾール-3-カルボン酸三ナトリウム5-ヒドロキシ-1-(4-

スルホフェニル)-4-(4-スルホフェニルアゾ)-3-ピラゾールカルボン酸＝三ナトリ



ウム塩（Ｃ
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２＝534.37）として10.0％以上を含む。 

性  状 本品は，黄色の微細な粉末で，においがない。 

確認試験 (1) 本品0.1gに硫酸５mlを加え，水浴中で時々振り混ぜながら約５分間加

熱するとき，液は，黄色を呈する。冷後，上澄液２～３滴を水５mlに加えるとき，

液は，黄色を呈する。 

(2) 本品0.1gに硫酸（１→20）５mlを加え, よくかき混ぜた後，酢酸アンモニウム

溶液（３→2,000）を加えて100mlとする。液が澄明でないときは遠心分離する。次

に，測定する吸光度が0.2～0.7の範囲になるように，この液１～10mlを量り，酢酸

アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて100mlとした液は，波長426～430nmに極大

吸収部がある。 

(3) 本品0.1gに塩酸（１→４）10mlを加え，水浴中で加熱して大部分を溶かし，活

性炭0.5gを加え，よく振り混ぜた後，ろ過する。無色のろ液に水酸化ナトリウム溶

液（１→10）を加えて中和した液は，アルミニウム塩の反応を呈する。 

純度試験 (1) 塩酸及びアンモニア不溶物 0.5％以下（タール色素レーキ試験法） 

(2) 重金属 Pbとして20μg/g以下（タール色素レーキ試験法，重金属(3)） 

(3) バリウム Baとして500μg/g以下（タール色素レーキ試験法） 

(4) ヒ素 As2O3として4.0μg/g以下（タール色素レーキ試験法） 

(5) 他の色素レーキ （タール色素レーキ試験法，他の色素レーキ(1)） 

乾燥減量 30.0％以下（135℃, ６時間） 

定 量 法 0.1mol/lL三塩化チタン溶液の消費量が約20mlとなるように本品を精密に

量り，タール色素レーキ試験法中の定量法(3)により定量する。 

0.1mol/lL三塩化チタン溶液１ml＝13.359 13.36mg Ｃ
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食用黄色５号 

Food Yellow No.5 

サンセットイエローFCF 

 

Ｃ
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２                  分子量 452.38452.37 

disodium salt of 6-hydroxy-5-(4-sulfophenylazo)-2-naphthalenesulfonic acid 

Disodium 6-hydroxy-5-[(4-sulfonatophenyl)diazenyl]naphthalene-2-sulfonate  

〔 [2783-94-0]〕  

定  義 本品は，4-アミノベンゼンスルホン酸をジアゾ化し，6-ヒドロキシ-2-ナフ

タレンスルホン酸とカップリングさせた後，塩析し，精製して得られたものであり，

6-ヒドロキシ-5-[(4-スルホナトフェニル)ジアゼニル]ナフタレン-2-スルホン酸二

ナトリウム6-ヒドロキシ-5-(4-スルホフェニルアゾ)-2-ナフタレンスルホン酸＝二



ナトリウム塩（Ｃ
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）を主成分とする。 

含  量 本品は，6-ヒドロキシ-5-[(4-スルホナトフェニル)ジアゼニル]ナフタレン

-2-スルホン酸二ナトリウム6-ヒドロキシ-5-(4-スルホフェニルアゾ)-2-ナフタレ

ンスルホン酸＝二ナトリウム塩（Ｃ
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む。 

性  状 本品は, だいだい赤色の粉末又は粒で, においがない。 

確認試験 (1) 本品の水溶液（１→1,000）は, だいだい色を呈する。 

(2) 本品の硫酸溶液（１→100）は, だいだい赤色を呈し, この液２～３滴を水５ml

に加えるとき, 液は, だいだい黄色を呈する。 

(3) 本品0.1gに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）100mlを加えて溶かし, この液

１mlに酢酸アンモニウム溶液（３→2,000）を加えて100mlとした液は, 波長480～484

nmに極大吸収部がある。 

純度試験 (1) 水不溶物 0.20％以下（タール色素試験法） 

(2) 塩化物及び硫酸塩 総量として5.0％以下（タール色素試験法） 

(3) 重金属 Pbとして20μg/g以下（タール色素試験法, 重金属(5)） 

(4) ヒ素 As
２
O
３
として4.0μg/g以下（タール色素試験法） 

(5) 副成色素 スルファニル酸アゾＧ塩色素，スルファニル酸アゾＲ塩色素，スル

ファニル酸アゾβ-ナフトール色素及びアニリンアゾシェファー塩色素 総量と

して５％以下。ただし，スルファニル酸アゾＲ塩以外の色素は２％以下 

本品100mg約0.1gを精密に量り，酢酸アンモニウム溶液（1.54→1,000,pH8.0）

を加えて溶かして正確に100mlとし，検液とする。別に減圧デシケーター中で24時

間乾燥したスルファニル酸アゾＧ塩色素，スルファニル酸アゾＲ塩色素，スルファ

ニル酸アゾβ-ナフトール色素及びアニリンアゾシェファー塩色素をそれぞれ10.0

mg0.0100gずつを量り，酢酸アンモニウム溶液（1.54→1,000, pH8.0）を加えて溶

かしてそれぞれ正確に100mlとし，標準溶原液とする。以下タール色素試験法（副

成色素）により，検液のスルファニル酸アゾＧ塩色素，スルファニル酸アゾＲ塩色

素，スルファニル酸アゾβ-ナフトール色素及びアニリンアゾシェファー塩色素の

量を求め，その合計値を求める。 

操作条件 

検出器 可視部吸収検出器（測定波長 482nm） 

移動相 Ａ 酢酸アンモニウム溶液(1.54→1,000), Ｂ アセトニトリル 

濃度勾配 Ａ：Ｂ（100：0）から（60：40）までの直線濃度勾配を50分間行う。 

(6) 未反応原料及び反応中間体 4-アミノベンゼンスルホン酸， 7-ヒドロキシ-1,

3-ナフタレンジスルホン酸二ナトリウム，3-ヒドロキシ-2,7-ナフタレンジスルホ

ン酸二ナトリウム，6-ヒドロキシ-2-ナフタレンスルホン酸一ナトリウム，6,6'-オ

キシビス(2-ナフタレンスルホン酸)二ナトリウム，及び4,4'-(ジアゾアミノ)-ジベ


